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有限責任會就祉員責任論
寺　尾 元　彦
緒 論
　第一　猫逸に於ける有限責任會壮の起原と其の普及
　有限責任會肚（Gese11echaf七mi七beschrank七er　H我f七ung＝G．m．
b・且）が濁逸に於て初めて法律として出來上つたのは一八九二
年四月二〇日で、是れが實施せられたのは同年五月一九日の事
であるから從來僅に四十年の歳月を経たに過ぎない。會肚形態
（Gesellsc五乱ftsfomen）としては全ぐ新参者である。合名會肚、
合資會祉が歌洲中世時代に起り、株式會冠が學説の相違はある
にしても、十五世紀或は遅くも十七世紀に起つたのに比すれば
其の沿革に於て實に雲泥の相違がある。而も其の實施の結果は
此の種會肚の異常なる増大を來し其の肚薮に於て合名會杜、合
資會魁を遙に凌駕するのみならす、株式會杜に藪倍する盛況を
呈したのは抽も何に基因するのであらうか。是れ決して「猫逸
國民机上捻出の立法」たるが爲めではなくして此の種の會肚が
経濟肚會の需要に適合する諸多の要素を包含する爲めであると
言はざるを得ないのである。統計に依れば此の法律の施行せら
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れた一八九二年末に有限責任會肚の藪は僅に六十肚、基礎資本
金二千八百萬馬克に過ぎなかつたのが、二十二年を経て世界大
戦の始まつた年帥ち猫逸が富張の絶頂に達した一九一四年末に
は有限責任會肚の薮は二萬七千〇十二杜、基礎資本金四十八億
九千九百萬馬克に上ってゐる。同年末に於ける株式會杜数は五
千五百〇五杜で資本金百七十八億三千七百萬馬克であつた。即
ち肚薮に於て有限責任會肚は株式會杜の五倍弱に當る盛況であ
る。併しながら資本金は之と反封に株式會肚が有限責任會肚の
三倍孚以上であるのは、此の有限責任會祉が株式會杜に比して
小規模であることを示すものである　（飾倣乞冊伽属G・m・b・H，
1915S・32）。
　世界大戦後凋逸の経濟界は大攣動を來したのであるから其の
後の會杜藪及び資本金の上にも異駅を來したことは想像するに
蝕りある諜であるが、而も一・九二四年末に有限責任會魁は七萬
〇六百三十一肚の多きに上つてゐる（此の藪はSt甜s七isc五es
J乱：hrbuch　f伽das　Deu七sc地：Reichに依れば七萬九千二百五十
七肚となつてゐるが其の明に誤であることはファィネも明言し
てゐる所である（魚η8珍ずchFe伽θ，G・m』b、H。，1929S．13No七e2。）。
一九二四年末に株式會杜の歎は一萬七千二百五十六杜であつ
て、有限責任會杜は株式會杜の四倍張に當り、荷ほ其の肚薮が
大戦前に比して著しぐ増加してゐることは注目に値する。尤も
有限責任會肚は其の前年帥ち一九二三年末の七萬一千三百四十
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三肚を最高として遜減の歩調を辿り、新設肚藪に比して解散肚
歎多く一・九二五年中の如きは解散會甦薮最多く一萬四千二百二
十二杜に及び、新設杜薮の七千九百八十九祉は遠く之に及ば鍛。
一九二六年末の杜藪五萬七千三百三十八肚が統計に載せられた
以後、途に統計表に載せないやうになつて仕舞つた（乃伽e，G・
m』b．H．，1929S．13）。併し是れは、大戦後に於ける濁逸の特有
なる國情に因るものと観るが正當である。固より猫逸に於ても
有限責任會祉法の敏黙を認め其の改正問題は盛に論議せられ、
甚だしきは之を悪辣腹黒會杜（Gese王lsch磁mit　b6sen　Ein七erge一
面nken）とまで罵倒する者のあることは皮肉に妙を得た濁逸入
の酷評ではあるが、他山の石として大に我國の新立法に資する
ものあることは言を侯た臓。併し一九二四年以來、此の種會杜
の衰運が濁逸特有の事情に基くことを看過して徒らに此の種會
肚法の將來を悲観するのは當を得たる観察とは思はれない。其
の謹擦は次に述ぶる他の欧洲及び南米各國に於ける有限責任會
肚立法の歌勢を一瞥しても明瞭である。
　第二　隊洲及南米諸國に於ける有限責任會紅法の普及
　有限責任會杜は上述の如く濁逸に於て普及したのみならす、
濁逸以外の欧洲及び南米の各國に縫受せられて今や欧洲全土及
び南米に接大せんとする氣勢を示してゐる。
　世界大戦前には先づ葡萄牙が一・九〇一年四月一一日法を以て
有限責任會肚を認め、次いで懊太利が一九〇六年三月六日法を
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以て之を認め、猫逸法の八十四箇條に封し填法は百二十七箇條
に亙る詳密懇切なる規定を設けてゐる。英國には夙に濁逸の
Gesellsc：h乱f七mi七bes曲r伽k七er　Haf七UD9の原語ともいふべき
，，Limited：Liabili七y　Comp趾y”といふ語があり、事實上、此の有
限責任會祉と同じ精紳に基く會肚を有限責任株式會胤の一墾型
として』私會肚（Priva七e　Comp泓町）の名を認めてゐたのであるが、
私會肚の規定が初めて會肚法に挿入せられたのは一九〇七年の
英國會杜法第三七條で、一九〇八年の英國會肚統一法（Compa一
：nies　Consolid乱七ion　Act）は之を縫承したものである（同法第一二
一條）。英國の私會杜は猫逸其の他の欧洲大陸法と其の名を異に
し共の實を同じうするものである。英國に於ては一九二九年の
新會肚法（Companies　Act，1929〉でも亦』私會肚のことを規定し
た（同法第二六條、第二七條、此の他、私會肚に關する規定は同
法第一條、第二八條、第一一〇條第三項、第一一一條、第一一
三條、第一二三條、第一三〇條、第一三九條、第一四〇條第四
項第一四一條等にも散在する）。ユーゴースラヴィアは一九一，二
年セルヴィア商法假案第九章第六節に之を認めんとし、白耳義も
亦一九一二年以來其の準備に着手してゐると聞及んでゐるが、
未だ其の後の情報を得るに至らない。
　世界大職以後に於ては丁抹は一九一七年九月二九日の株式會
杜法中に之を認め、南米ブラジルは一九一九年一月一〇日法に
規定し、波蘭は一九一九年二月八日法を以て之を探用し、（一九
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二三年一一月一三日法を以て一部改正〉、チエッコ・ス・ヴァキア
は一・九二〇年四月一五日法を以て之を認め、露西亜は一・九一二
年の民法中に之を規定し、翌年一月一日より之を施行し、南米
の智利は一九二三年三月七日法を以て之を認め、ブルガリアは
一・九二四年五月八日法を以て之を制定し、伊太利は一九二四年
六月三日、商法改正草案に之を規定し、佛蘭西は一九二五年三
月七日法を以て之を認め（一九一九年第一草案、一九二〇年第
二草案、一九二三年第三草案）、西班牙は一九二六年の草案中に
之を規定し、り一ヒテンシユタィン國は一九二六年一月二〇日
の民法典中に之を編入し、土耳古は一九二六年五月二九日の商
法中に之を認め、瑞西に於ても一九二八年の債務法改正草案に
此の種の會肚を認め、洪牙利も亦一九三〇年法に之を規定する
に至つた。
　斯の如く、有限責任會祉の制度は欧洲各國及び南米に於て或
は法律として既に施行し或は草案として既に出楽てゐる。未だ
此の制度の探用せられたことを聞かないのは北欧の瑞典、諾威
と和蘭、ルーマニア位のものである。帥ち此の會肚組織は源を
ゲルマン法系に螢し、浴々としてアング・・サクソン法系に波及
し、途にラテン法系に禰漫するに至つたといふても過言でない。
固より、此の制度が各國に探用せらるるに當つては、原型其の
ままではなく、各國の國情に從ひ多少の憂型の下に認められて
は居るが、殆んと“欧羅巴全土更らに南米にまで援がつてゐる事
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實を認めざるを得ないのである。我國に於ても現代の國際及び
國内交通の必要に促されて此の有限責任會肚を認めんとし、昭
和六年公表せられた商法改正要綱第二十三にr外國法上の有限
責任會肚叉は英國法上の私會肚に該當する特別の會肚を認め之
に付き特別法を以て規定を設くること」の一項が議定せられた。
此の文面では欧洲大陸の有限責任會肚制度が探用せらるるか叉
は英國の私會肚制度が探用せらるるかは明瞭でないが、私會冠
の制度は有限責任會肚の制度と其の根本精紳と機能とに於て略
ぼ同一であるのみならす、規定の優劣から言へぱ私會肚は株式
會肚の墓礎の上に立ち其の愛型として存するもので、問に合せ
の規定に過ぎない。其の主要な規定は英國新蕾會杜法共に一・、
二箇條に過ぎない。帥ち（一）登起入の藪は二名を以て足り、（二）
珠主の歎は五十名以内に限り（使用人を含ま蹟）。（三）株式及び
肚債を公募する二とを許さす。（四）會祉の株式譲渡を制限する
等を其の主眼黙としてゐる（英國新會肚法第一條、第二六條、第
二七條）。瑞西オ轍耀0初痂の記述に依れば一九二四年末、英國
に存したる八萬四千三百八十二杜の内、七萬六千百八十九肚は
私會肚にして、八千百九十三冠は公會肚（Publle　Company〉であ
っナこといふ　　（∠．　（）勧？鹿，Die　E且ghsche　Aktien－Gesellscllafもnε協h
neuem　l｛echt，1929S・70）帥ち私會杜は公會杜（普通の會肚）
の九倍以上に當ることになる。其の隆昌は欧羅巴大陸諸國と異
なる所はないが、規定の精粗に於て大なる差異があり、且つ此
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の企業形態は元來、株式會杜から濁立して濁特の登展を期待し
得べきものであるから、之を特別法とし叉は商法典中に濁立の
一章を設くべき債値が十分に存する。叉之に關する將家の立法
は盆宝複雑多端なる杜會生活に件ふて相當の詳密なる規定を必
要とする黙から考察しても、將來の我が立法は英法の私會肚の
規定よりも欧羅巴大陸の有限責任會肚法の規定を多く参酌する
必要があると信する。
　上述の歌勢から推察するに此の有限責任會肚組織は早晩我國
にも探用せられ、實施の曉には非常な勢を以て國内に行はるる
に相違ない。何となれぱ從來、個人企業又は組合企業として若
くは他種の會肚企業として不本意ながらも不便な企業形態を探
つてゐた者も此の制度が一・たび實施せられんか其の企業組織を
此の有限責任會杜に改むる者の多いことは筍も企業形態を知り
経濟界の實情に通する者の必す首肯する所と信する。同じく優
秀なる企業形態の中でも、株式會肚は嚴重なる取締規定の下に
在り、勢ひ鈍重ならざるを得ざるに反し、有限責任會杜は個入
企業に類して而も有限責任の特典があり、自ら輕快なる特色を
有する。前者を汽車、汽般に比するならば後者は自動車、飛行
機にも警ふべきものである。將來の企業形態は株式會杜と有限
責任會肚との二者が轡を並べて馳騙し、長短相補つて企業界に
牛耳を執るであらうと想はるる。近き將來に於て雄飛すべき此
の種の會杜に就て今よb理解を有ち批判力と慮用力とを養ふこ
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とは徒爾てはないと信する。然るに株式會肚の事は從來、詳説細
論した文獣が我が國に於ても相當の歎に上つてゐるに拘らす、
多忙なる學界は此の有爲なる會肚組織に就て論述することが頗
る少ない。有限責任會肚に關し我國の文献に初めて見えたのは
明治二二年に岡野敬次郎博士のr有限責任會杜を論す」（法協五
九號）を礪矢とすべく、次いで明治四四年、山崎畳次郎博士のr濁
逸の有限責任會祉に就て」（法協二五巻四號）出で、更に大正三
年、渡邊鐵藏博士のr濁逸の有限責任會冠と株式會肚の比較並
に其設立に就て（法協三二巻四號）、であつた。杉山直治郎博士
は大正六年以來、有盆なる二、三の長論文を登表せられ、（一）
現行有限責任會肚法（大正六年一二月以降法協三五巻一二號、三
六巻一號、二號、三號）。（二）有限責任會肚に就て、（大正七年
一一弼富井先生還暦就賀法律論文集六〇七乃至六九六頁、（三）
有限責任會枇制度の立法的普及（大正一一年一〇月以降、法協四
〇巻一〇號、一一一號、一二號、四一・1巻一號）の如き會肚全般の
読明としては詳密と言ふを得ないが、難誌論文として歎號に亘
る長論文を登表せられたることは室谷の楚晋とも謂ふべきもの
である。同博士の是等の論文は猫佛等の文獣を墾ぐることも頗
る忠實である。唯、此の論文登表の當時は佛蘭西法は僅に草案
に過ぎなかったので、實施せられた法律との問に多少の相蓮が
あるから其の補正の必要もある。其の他杉山博士のr佛國有限
責任會肚法正文（大正一四年、法協四三巻七號）もあb、西島
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彌太郎博士のr佛蘭西に於ける新有限責任會杜法」大正一五年、
法叢一五巻四號）が出てゐる。近時、佐々穆氏の各國會肚法比
較論中、約四分の一（コ百頁）は有限責任會肚の紹介を試みて
居らるるが、極めて大膿の説明に過ぎない。省ほ最近には藤江
忠二郎氏r濁逸の現行有限責任會祉法の改正に就て」昭和六年一・
○月、法曹會雑誌九巻九號）が出た。濁、填及び近時佛國に於
て、之に關する文蹴の多いことは杉山博士の論文に掲げらるる
所を見ても知り得る。私は大正四年瞬朝後、聞もなくr讃書會」
といふ同僚の法律家、脛濟學者の研究會に於て之に關する研究
を登表して、以來多少の注意を沸ひ資料を蒐めて來たのである
が、最近其の機運漸く熟し我が國にも探用せられんとしてゐる
上に濁逸に於て一九二九年に刊行せられた魚粥湯磁盈枷
の詳密なる有限責任會祉法を入手したので、更に興味を喚起し
鼓に筆を執るに至つたのである。
　第三　有限責任會紅の特色
　有限責任會肚の全貌を描いて其の利害得失を詳論することは
多大の時問と紙薮とを要するから之を他の適當な機會に譲弧
本論は其の根本観念の一たる杜員の責任に就て論蓮することと
し、舷には有限責任會祉の一般的特色を摘記するに止める。
　（一）此の會杜では杜員が皆有限責任を負ふ。
　會肚の名樗にも融員の責任の有限なることを明に標榜し會融
の債権者も亦其の名に依て肚員の有限責任なることを知て會杜
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と取引することになるから合資會肚に於けるが如き動もすれぱ
有名無實の無限責任杜員を置いて事實上は無資力其の他の事由
に因り、責任を果し得ない肚員が居るといふ弊害を生する二と
が比較的少ない。叉肚員の責任が有限である爲めに會配の目的
陀る事業を勇敢に途行し、萬一失敗しても出資以外の財産を以
て生活の安固を圖）得て、無限責任杜員の如く背水の陣を布く
必要がない。併しながら、一概に有限責任といふても、軍純有
限責任あり複雑有限責任あり、有限責任の意義、内容、程度は
各國の法制により叉各會肚の定款により必すしも同一でない頗
る大なる伸縮性がある。本論は此の黙を明瞭にせんとするもの
である。
　（二）此の會杜は紅團法人である。
　濁逸に於ては合名會杜及び合資會肚は法人格を有せす一種の
組合關係に過ぎないとすることは」わ8ゲ痴h齢一涙の少歎反封
説を除き、猫逸の通説である（拙著會肚法提要改訂十版三四頁、
1五〇頁、五一頁）我が國に於ては商法の明文上、會肚にして法
入たらざるものなきのみならす、産業組合法、同業組合法又は
最近制定せられた商業組合法でも是等の團膿が名は組合と樽し
て而も法入格を有するほどに法人格の存在は行き渡つてゐる。
猫逸に於てGeseUsch乱ftは組合と會杜と二者を共に包含し、法
人格のなきGesellschaftが存するに拘らす、此の有限責任會祉
は株式會杜艮び株式合資會肚と同じぐ肚團法入たることは其の
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第一三條にr有限責任會肚は會肚として濁立に権利を有し義務
を負ふ」，，1）ieGesellsch謡：mi七beschrankterH諭ungalss・1－
cheha七selbs七翫ndigihreRechteundPfiichten”とあるによう
明である。其の他㌧填太利の有限責任會杜に付ても此の黒占は疑
の蝕地がない（懊法第六一條一項）。叉此の法人は肚團法入
（Verein）であつて財團法人（Stiftung）でないことも議論の蝕地
がない。有限責任會杜は法人であるから其の財産は會杜の財産
で、成員の合有財産ではない。
　（三）　會祉の目的たる事業は螢利事業のみならす、公盆事業
をも螢むことが出來る。
　濁法では第一條にr有限責任會肚は本法の規定に從ひ凡て適
法の目的の爲めに之を設立することを得」，，Gesellsch乱ften　mi七
beschr蕊nk七er　Hlaf七ung　k6nnen　n勘c五M＆ssg＆be　der］Bes七immungen。
dieses　Gese七zes　zu　ledem　gese七zlic五zulassigen　Zweck　erric五tet
werden”と規定してゐる。填法も亦第一條第一項に同一の規
定を設け、唯同條第二項に保険業（Versicherungsgesoh蕊ften）並
に政治上の結肚（politisc加Vereine）の活動は此の會肚の形態に
依ることを得すとしてゐる。佛法も其の第二條第一項に本會肚
は如何なる目的の爲めにも設立せらるることを得とし、唯同條
第二項に保瞼會肚（Soci6t6s　d’assurance）、融資會肚（Soci6七6s
de　capit＆1isa七ion）及び貯蓄會肚（Soci6t6d’6p乱■gne）1よ此の形
態に依ることを得すとしてゐる。斯の如く此の種の會杜は螢利
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事業、公盆事業を螢み得るに拘らす、濁逸法では之を所謂形式
商人（：Formkaufm餓n）とし、目的たる事業の如何に拘ら古、其
の組織により商入たる資格を與へ、商人及び商事に關する規定
を之に適用し得ることにしてゐる（濁法第一三條第三項）。佛法
も亦略同様である（佛法第三條）。
　（四）其の資本は株式に分たず、唯、基本出資に基ぐ各杜員
の持分あるのみである。
　有限責任會杜の資本は各肚員の出資額の合計額に等しい鐸で
あるが、其の資本は株式會杜の如く之を資本軍位たる株式に分
っことなく各肚員の基本出資額に基き持分（Gesc嬉ftsantei1）が
各自に定められるのみで、均一なる軍位は必要でない。之れが
株式會肚と異なる要鮎である。尤も、英國の私會杜は株式會肚
の小型に過ぎないから株式の存すること勿論である。
　杜員の持分（Gesch就ftsapteil）は之を譲渡し又は相績すること
も出來るが、濁法に依れぱ裁判上叉は公謹上の形式を経て締結
せられた契約（einillgerich七1icheroder：not翫riellerFormge－
schlossener　Vertrag）を必要とし、又定款を以て其の他の要件殊
に會祉の承諾（Gen曲migung　der　Gesells⑳泓f七）を要するものと
することが出來る。又會肚に届出づる二とを以て持分取得の要
件とする（濁法第一五條第一項、第三項、第五項、第一六條第一
項）。懊法も亦略ぼ同様の規定を設けてゐる（懊法第七六條、第
七七條、第七八條〉。佛法は公正謹書（un　ac七e皿ot泓ri6）又は』私
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署謹書（seingspriv6s）に依う持分の譲渡を謹明すべきものと
し、會肚に鍔する通知又は會肚の承諾を以て譲渡の饗抗要件と
してゐる（佛法第二三條）。帥ち此の種會肚の持分は株式會肚の
株式の如く其の譲渡自由ならす入的要素を多く加味してゐるこ
とカご女ロられる。
　（五）會肚の商號には物的叉は入的商號の外r有限責任會融」
なる結尾語を附加せねばならの。
　有限責任會肚の商號は其の目的たる事業を示す物的商號
（Sach£r：m）又は肚員の氏名を示す入的商號（PersonenHrma）若
くは二者を併せた混合商號（gemiSC批e　IFima）の薪れでも差支
ないが勉員に非ざる者の氏名を商號とすることは許されない
（濁法第四條第一項、瑛法第五條第一項）。且つ其の商號中には
必す，，Gesellsch乱fhnit　beschr油kter　Haf加皿g：＝G。m．b。H・”
Soei6七6前espons＆bili七61imit6e”といふ語を加へねばならの（濁
法第四條第三項、懊法第五條第二項、佛法第一八條）。
　（六）祉員の歎は設立の際には二人以上なることを要するが
後に一人となるも街ほ存綾する。
　有限責任會肚の肚員数に付ては佛法は最小員歎を定めr本會
冠の肚員の藪は之を制限せす、軍に二人あるを以て足る」とし
英法も亦私會肚の登起入は二入あれば足るとし、明に二人を最
小員藪とする旨を規定してゐるが（佛法第五條、英會祉法第一
條一項）濁、填法には設立の際に二人以上の杜員の存在を明に規
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定してはゐない。併し肚團の性質上、設立の際少なくとも二人の
肚員を必要とすることは異論の籐地がない。而して二入以上の
肚員により一旦會祉が成立した以上は引績き二．べ以上の杜員が
あることを要するかといふに、此の鮎に付ては各國法とも明文
を設けてゐないけれども、輩一・杜員に持分全部の皇帝薦すること
（VereingungallerGesc臨fts＆n七eilineiner且and）に因り祉員
が一入となり、所謂r一入會杜」（One　man　company3：Ein：m乱nn－
Gesellsc：h勘f七）を生じ、會杜が解散することなくして稔ほ其の人
格を存綾することが出来る黒占は乖嘘倣Pの如き少藪反饗説が
あるけれ，ども　（漉％肋卿，G．m．b．H．，Anm．9zu§60）、多藪読
は一一人會杜の存立を肯定してゐる（Ob8αc乃，Le五rb。des　ER．9．
Au且．S．7721勲伽伽9、αm。b．H．，S．221σ吻eゲ，C・n副s
J8hrbuch72S・666）。帥ち通読は二人以上の肚員あることを會
枇の成立要件とするけれども其の存績要件としてゐない。此の
説に從へば有限責任會杜は名實共にr一人會祉」として存績す
ることが出來る。一入會薩を認むるときは會肚の名の下に一個
人に有限責任を認むると同一の結果になるから、個人企業よう
は祉員一人より成る有限責任會杜を以て事業を螢む方が其の入
に取りて有利である。一九〇五年濁逸の統計によれぱ此の種會
祉総数の約一割は一入の杜員より成る會肚であつた。會祉の規
模は各國の立法と實際の運用とにより異なるけれども大膿に於
て有限責任會祉は少歎の杜員よう成る小規模の企業に適し、株
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式會肚は多数の株主より成る大規模の企業に適する。猫逸の統
計によれば一九〇五年に二入乃至五人より成る有限責任會祉の
薮は総藪の六割五分を占めてゐたのである。是れに上述の一人
會肚約一・割を加ふれば一人乃至五人の肚員より成る會杜の歎は
総薮の七割五分帥ち総藪の四分の三の多薮に上るのである。又
此の種の會肚は同族會祉（：肱miliengesellschaft〉若くは持株會1吐
（Holding　Comp紐y）にも適する。
　（t）　會杜の機關は業務執行者の外には監査役又は検査役を
要せ濾。
　有限責任會砒では業務執行者（叉は管理入）（Gesc臨f七s茄hrer；
96mnt）が一人叉は薮人あつて、會祉の業務を執行し、會麿を代
表すること、株式會杜の取締役と類似してゐる（猫法第三五條
以下、填法第一五條以下、佛法第二四條以下）。肚員の決議をす
る爲めには肚員総會を開かねばならの。其の招集の手績、決議
の方法等に付ては相當に詳細なる規定を設けてはあるが、併し
株式會祉の株主総會に比すれば遙に寛大である（濁法第四六條
以下、填法第三四條以下、佛法第二六條以下）。
　有限責任會杜の監査役（Aufsichtsra七）に付ては濁法では定款
に特に之を置く旨の規定がゐれぱ固より之を置くことを得る
が、左もなければ監査役を置ぐ必要がない。是れが株式會肚に
比して機關組織の簡軍なる織である。若し定款に監査役を置く
規定があり、之に基いて監査役が選任せられたときには株式會
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肚の監査後に關する濁逸商法第二四三條第一・項、第二項、第四
項、第二四四條乃至第二四八條及び第二四九條第一項第二項の
規定が準用せらるる（濁法第五二條）。懊法によれぱ基礎資本百
萬rク・一ネン」以上にして肚員五十名を超ゆる會肚では必す
監査役を置かねぱなら臓が、是れようも小なる會肚では監査役
を置くことは必要でない。又定款を以て之を置くことを定むる
は固よb妨げない（懊法第二九條）。佛法でも批員の藪二十人を
超ゆる會杜に於ては少なぐとも三名の杜員より成る監査役會
（COllsei王de　surveiUance）を置くことを要する（佛法第三二條）。
　検査役の選任に付ては濁佛法とも何等の規定がないから、之
を置く必要なきものと解する外はない。唯、填法には少数肚員
梅の規定中に検査役（Re▽isor）を選任することを得る規定があ
b、槍査役の職務権限が定めてある（填法第四五條以下〉。
　（八〉會肚の貸借封照表を公告する義務が猴い。
　株式會肚では我が商法でも（第一九二條二項）、濁逸商法でも
（濁商第二六五條第一項）貸借饗照表は株主総會の承認を得た後
之を公告（bekan：nt：maohen）することを要するものとし、公示
主義（Publizi七浅tsprinzip〉を嚴守せしめてゐるが、有限責任會肚
では其の必要がない。蓋し此の種の會杜は個人企業的性質を多
分に含有し、株式會杜の如く、其の成員が株式の譲渡に依り断
えす獲動する大衆性を有しないからである。併し、濁、懊法で
銀行業を螢むことを目的とする此の種の會杜は貸借封照表を公
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告すべきことを命じ、公示主義を探用してゐるのは業務の性質
に基く特例とい3、べきものである（濁法第四一條第二項、填法
第二二條第五項）。
　（九）　有限責任會肚は中庸的會肚形態である。
　企業形態には個入企業、組合企業、會杜企業等種々なる形態
の差があり、會肚形態の中に於ても合名、合資、株式、株式合
資等種々なる組織形態の系列がある。複藪の人の集合により企
業の行はるる場合に於ても個入主義的（individualistisch）色彩の
強い企業形態例へぱ組合、合名會杜、合資會杜の如きものもあ
り、叉集團主義的（kollek七ivis七isch）色彩の強い企業形態例へば
株式會肚、株式合資會肚の如きものもある。有限責任會杜は合
名會肚、合資會肚の如き嚴格に個人主義的な會肚形態と株式會
杜の如き極端に集團主義的な會杜形態との中問に位する中庸の
會杜形態であると言へる（凧枷剛，且andelsrecht，S・474）。併し
爾極端の性質を等分に含有するといふようは、幾分個人主義的
要素を多量に加昧してゐると見るのが適當であると信する。後
に述ぷる追加出資を定款で認むると否とにより個人主義的色彩
の濃淡がある。此の事は此の種の會肚の組織特徴を観察した後
に到達し得べき蹄結である。
　（十）此の會肚では會批債椹者保護の黒占は稽薄弱である。
　有限責任會肚に於ても、會肚の帳簿を正確に作成し、吹の螢
業期の初に前螢業期の貸借封照表及び損釜計算書を作成して、
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會杜の螢業及び財産の献態を明にすることは命じてある（濁法
第四一條、懊法第二二條、第二三條）、叉法制によりては法定準
備金の積立を要する規定をも設けて基礎の輩固を圖つてゐるが
（佛法第三三條）、前に蓮べた如く、貸借封照表を公告する義務
なく（銀行業は別とし）、肚員の責任が有限であるから、債権者
は會祉財産（各枇員の出資責任額を含む）以上に辮濟を受ける見
込はない。株式會祉に於ても此の鮎は大膿類似してはゐるが、
併し法規が嚴重であう、會杜の規模が比較的大きいから會杜債
権者の保護は街ほ幾分か厚いことになる。叉會肚の資本を減少
する場合には債権者に異議申出の機會を輿へ、異議ある債権者
に辮濟を爲し又は澹保を供して其の満足を得る途を設けてある
ことは株式會祉と略同一である（濁法第五八條、填法第五四條
乃至第五六條）。濁逸に於ても會批債権者の保護を厚くすべし
といふ主張が有限責任會杜法改正問題の一要黙となつてゐる
（訊π6他挽θ，：Das　H勘ndelsrech七，3・AuH・1929S・411）。杜員の
地位が自由であればあるほど會肚債権者の境遇を不利に導くこ
とは必然の結果である。濁逸法では後に述ぶる如く、追加出資
義務（Nac五sc五ussp且icht）には無限のものもあり得るが、他方に
は肚員に持分委付権（A砧ndo：nrech七，Preisgaberech七）を與へてゐ
るから、債権者に取つてはその権利は絶封安全ではない。だが
兎に角、此の種の會肚では初よ切仕員の有限責任を標榜し、合
資會肚の如く動もすれぱ有名無實の無限責任肚員を加へて世人
第一章　肚員の責任の態様総説 ユ9
を欺瞳する如き虞はないといふべきである。
　以上列墾した種々なる特色を有する有限責任會肚に就て論す
べき事は資本、持分、祉員の権利義務、會融の機關、計算、定
款攣更、組織憂更、解散、清算等、非常に多いが、其の根本観
念の一・は所謂r有限責任」であるから、本稿は其の意義、内容、
程度如何を論述せんとするのである。
本論
　　第一章　肚員の責任の態様総説
　（一）責任と義務。
　責任（Haf七ung）の観念と義務（P且ic五t〉叉は精狡き債務（Schu・
ld）の観念とは同一であるか異なるか。異なるとすれば如何な
る冨別があるかの根本論は今鼓に詳論する逞がない。債務と責
任との分離説は濁逸「ゲルマニステン」の歴史的研究に基くもの
で登達した羅馬法に於ては債務と責任とは共にrオブリガーチ
オ」（Oblig乱七io）の中に包含せられて其の匠別を認むることが出
來なかつた。帥ちrオブリゴーチオ」と言へぱ固有の意義に於て
は責任關係を指すものであつたが、自然債務（Obligatio　n我七u・
r謡s）の如き全然責任のないものまでもrオブヲガーチオ」と樽
するようになう、其の意義が不明になつて來た（加藤正治博士、
r債務と責任、」大正四年、法協三三巻五號二五乃至二七頁）。併し
ながら、我が國叉は濁逸の現行法解繹上、果して二者は別箇の
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概念として取扱ふ二とが出來るかに付ては筒ほ異論の余地があ
る。イサイ（乃αのギールケ（0。肌酬e循e〉等の読に依れぱ二者
を別箇のものとし、r責任なき債務」（Schuld　ohne　Haftung）あ
り、又r債務なき責任」（且乱ftUng　ohDe　Schuld）ありとする。前
者の例として時敷に罹れる債権（濁民二二二條）、賭博より生す
る債権（猫民七六二條）等を掲げ、所謂自然義務又は不完全債務
と構するもの之に属するといふ。後者の例として將來の債務、
停止條件附債務の保謹等を掲ぐる（加藤氏前掲三四頁、三五頁）。
叉債務と責任と二者其の主髄を異にし、r自己の責任なき債務」
（S曲撮d　ohne　eigelle且af七Un9）　あり、r自己の債務なき責任」
（Haf七ung　ohne　eigene　Sc：huld）ありとする（加藤氏前掲三六頁）。
併しながら現行法の如く、國家杜會に依る他力救濟（國家的私
権保護）の力が強大となり、自力救濟（Selbs塊ilfe）の必要が減退
するに從ひ債務と責任とは盆玉接近し來ることは學者の夙に認
むる所である（加藤氏前掲第六號七二頁）。其の深い意義關係を
論究することは之を他日に譲す舷には私の現行法に基き適當と
信する結論のみを述べ之を前提として論歩を進めようと思ふ。
　債務は法律上の義務の一種であるから、債務と責任との關係
のみならす廣く法律上の義務と責任との關係をも論じ之を團膿
法（組織法）上の義務と責任の問題に獲張して考察することが合
目的である。道徳上の義務責任は之を論外とする。私の解する所
に依れば義務は一般に法律上の拘束（red1七liche　Gebunden1・eit）
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であり、廣い意義を有する。責任は特に第二次的の義務をいふ
のである。第二次的の義務とは法律蓮反又は義務（契約）違反の
結果として生する拘束叉は或る人の負推する義務を他の入が履
行する地位に在る二とをいふ。刑事上、民事上の責任、損害賠
償の責任といふが如きは前の場合に當り、保謹入の責任、杜員
の責任といふが如きは後の場合に當る。斯の如く義務の意義範
園の方が責任の意義範園よりも廣いものとすれば此の論題で
r杜員の責任」としたのは之をr杜員の義務」と欝しても敢て不可
とすべきでない。唯、從來の用例に從ふて斯く名づけたに過ぎ
ないのである。
　（二）　直接責任と問接責任と無責任
　團膿法上杜員の責任と言へば會肚に勤する責任を謂ふか會杜
の債権者に封する責任を謂ふか、將た又會杜並に會杜債権者の
爾者に封する祉員の責任を謂ふかは議論の蝕地ある事であるが
商法第六三條に合名會肚の肚員の責任を規定して肚員は會肚債
権者に封して連帯無限の責任を負ふ旨を規定してゐる所から見
ると、無限責任杜員の責任は會肚に封するよりは寧ろ主として
會肚債権者に封する責任であると解する外はない。蓋し無限責
任肚員と雛も會杜に封しては定欺に規定してある通り一定の額
の出資義務を負罐するに過ぎないが、會祉財産を以て其の債務
を完濟することが出來ないときには會肚に封してのみならす、
會肚債権者に饗して連帯無限の責任を負はねぱならののであ
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る。即ち無限責任肚員は常に連帯無限の責任を負ふのみならす、
會杜債権者に封して直接の責任（unmit七elbare　H挑ftung）を負ふ
ことになるのである。
　合資會肚の有限責任杜員は會杜に封して一定額の出資を爲す
義務を負ふことは言を侯たないが、會杜債権者に封して直接に
責任を負ふや否やは我が商法上議論がある（拙著會杜法提要二
九二頁滲照）。濁逸商法では直接に責任を負ふ（un：m批elbarh巌en）
といふ明文があるので、最早議論の蝕地がない（濁商一七一條
第二項）。
　濁、填、佛等の有限責任會肚で、祉員が會肚債権者に凋して
直接に責任を負ふや否やに付ては多く議論あるを聞かない。猫、
懊法の如きはr會冠債権者に封しては會肚財産のみ其の責に任
す」と規定してある位である（濁法第一三條二項、懊法第六一條
二項〉。即ち此の種會杜の冠員は會肚債穫者に封して直接に責任
を負ふことなく、唯、會杜を通じて問接責任　（mittelbare　RaL
七ung）を負ふのみである。併しながら問接責任といふのは肚員か
ら観れぱ唯、會肚に封する責任のみで、會杜債権者に鋼しては
何等の責任を負はの。帥ち嚴格に言へば會肚債椹肚に封しては
無責任（駈oh七haf七ung）である。鼓に無責任とは通俗に責任観念
のないことを謂ふのと異なり、責任其のものの存在しないこと
をいふのである。
　（三）有限責任と無限責任と全責任
第一章　肚員の責任の態榛総訊 23
　有限責任、無限責任といふ語は從來内外國とも廣く用ひられ
てゐるが、無限責任（unbeschr伽k七e　Haftung　l　unlimi七ed　liabi・
li七y；respons泓bilit6illimi七6e）といふ語は、學理上正確な表現の
方法とは言はれ濾。無限責任といふと無限大の責任の如く誤解
せられ易い。義務に無限大の義務なきが如く、責任にも無限大
の責任なるもののあるべき道理がない。若し有りとすれば是れ
吾入の自由を極端に拘束することになり、公序良俗に反する結
果を來すが故である。正確な意味の無限責任とは一定の限度を
超えて筒ほ責任を負ふことをいふ。帥ち超限度又は非有限とい
ふ消極的な意味を有するに過ぎない。例之、一萬圓の出資義務
を負ふ枇員が會杜の負債十萬圓に付き、其の出資義務の一萬圓
の外に他の固有財産までも提供して十萬圓までは責を負はねば
なら鍛ときに之を無限責任といふに過ぎない。換言すれば義務
の全範園に亘つて責任のあることをいふ。時としては全責任と
いふ方、一暦適切なることがある。
　反之、有限責任　（besc：h蟷nk七e　H乱f七ung；limi七ed　li勘bili七y；
responsabili七61imi七6e）といふのは責任が義務の全範園に亘らす、
一定の限度に止まることをいふ。前の例を以て言へぱ會杜に十
萬圓の負債があり、杜員が一萬圓の出資を提供する外に何等の
責任を負はないときに之を肚員の有限責任といふ。有限責任は
祉員の責任の有限なることをいふので、會祉自身に有限責任な
るものはない。然るに有限責任會杜と言へぱ會杜自身の責任が
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有限であるかの如く誤解せられ易い。是れも適當な表現の仕方
とは、思はれないが、他に、より善き表現の語なく、且つ廣く行
はれてゐるから假りに此の用語を踏襲する。
　〔註〕債務と責任並に有限責任と無限責任に付ては、加藤正治氏「債務と責任」
　　　法協三三巻五號六號、高根義入氏「有限責任論」法學新報一五巻一一號一
　　　三號明治三入年一〇月一二月、石坂音四鄭氏、「債務と責任J京法三巻一
　　　一號、叉は民法研究一巻二三二頁以下、中田薫氏、「猫佛中世法に於ける
　　　債務と代當責任との匝別、法協二九巻一〇號乃至一二號、玖　励78，油79，
　　　Beschrゑnkte王lafむung　nach　See－u・Handelsrecht，1880・等参照）o
　（四）輩純有限責任と複雑有限責任。
　斯ぐ有限責任と言へぱ一見明瞭なやうであるが是れは最も軍
純な有限責任の場合であつて、同じく有限責任の中にも複雑な
るもののある二とを注意せねばなら鍛。是れ從來蝕り關明せら
れなかつた所であるが、冠員の各種の責任を観察すれぱ自ら斯
の如き分類を創設せざるを得ない。邸ち責任は有限でありなが
らも第一責任の外に、第二責任、第三責任ともいふべき種々な
る責任を追加することがある。後述の如ぐ濁、懊の有限責任會
枇法に於て其の例を見るのである。本論は此の黙を精詳説する
ことを目的とする。
　（五）　法定責任と窺款責任（任意責任）
　上に蓮べた複難有限責任の内容を説くには法定責任と定款責
任の匠別を考察せねぱなら鍛。法定責任（gesetzlio飴且錨ung？）
は法律の規定を以て定められた責任を謂ふ。換言すれぱ法律上
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彊制的に必す負罐すべき責任である。從來、祉員の責任として
論述せられた所は概ね此の法定責任の範園を出でなかつた。然
るに舷に定款責任（s繍uもarisc地Ha伽B9？）と名づけたのは法律
の許容する範園内に於て定欺の規定に依り課せられた責任を謂
ふのである。是れは私の命名したものであるが、杉山博士は之
を任意責任又は任用責任と名づけて居らるる。法律上の責任以
外に於て各會肚が定款を以て任意に定めた責任といふ意味に於
て誤りとは言ふを得ない。法律の任意規定、定款の任意記載事
項詮券の任意記載事項等、其の用例は他にも存するが、責任の
分類としては任意責任と言へば法律上の拘束の一種たる責任が
任意であるかの如ぐ響く虞がゐる。責任は常に拘束でなけれぱ
なら臓。責任は決して任意のものでないことは言ふまでもない、
唯、任意とい．ふは法律の規定以外に於て任意に定められた責任
といふ意味に過ぎない。併し法律の規定以外といふても、全然
法律の規定に基かないものではなく、法律は其の責任の内容を
定めないが定款其の他の規定に依り、一定の意義内容を有する
責任を定め得ることを許容する規定を設くるに止めてある揚合
がある。定款の規定による責任を定款責任と名づくれぱ其の責
任の基づく所を明にし得ると思ふ。而して有限責任會祉の杜員
の責任には法定責任の外に法律の許す範園内に於て定款の規定
に依る責任がある。以下説明の便宜上、濁逸の有限責任會魁法
を基準として其の責任の態様を蓮べることにする。
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　有限責任會祉甦員の法定責任には基本出資義務　（P班ch七der
S七＆mmeinl嬉e）と補填義務（DeckungspHich七）とのコ種がある。
叉定款責任には追加出資義務（臨chschUsspHich七）と附随給付義
務（NebenleistUDgspHichも）との二種がある。次章以下には是等
各種の義務に付て説述する。
第二章　基本出資義務
　（一）基本出資と基礎資本
　基本出資義務（P丑io批der　S幅mmein1翫ge）は肚員が特に基本
出資と樽する出資を爲すべき義務である。基本出資（叉は本出
i資〉（S塩mmeinlage）は之に依り會肚の基礎資本（叉は本資本）
（銑am阻k我pita1〉を形成する一定不動の標準額である。或は之を
資本出資（K挑pitaleinlage）ともいふ。有限責任會肚には後に述
ぷる如く基本出資の外に追加出資（叉は追出資）があるから、そ
れど匿別する爲めに特に之を基本出資と名づくるのである。基
礎資本が一定不動の標準額であるが如く、其の成分たる各杜員
の基本出資も亦一定不動の標準額である。基本出資のある所に
は各肚員の引受けた基本出資義務が之に俘ひ、以て資本の充實
を圖ることになつてゐる。郎ち理想上の標準額に俘ふて之に相
當する財産が存在せねぱならのことにしてある。
　有限責任會杜の定款には基礎資本額（：Be七rag　des　S協mm臨Pき
ta王s）と之に封する各祉員の出資額（基本出資）（Be七r＆gdervon
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ledemGesellschafter乱uf幡S七乱mmkapi七乱lzuleistenden：Ein－
lage臨S七ammeinlage）を言己載すべきものとし（猫法第三條第一項
第三號、第四號）、懊法にも同様の規定がある（填法第四條第一
項、第三號、第四號、佛法第四條乃至第七條参照）。帥ち各肚員
の墓本出資額は基礎資本額と共に定款の絶封的必要事項であ
る、其の増加は定款の憂更になり、且つ総杜員の同意を得ねぱ
ならぬ（濁法第五三條第三項、填法第五〇條四項）。濁法に依れぱ
會杜の基礎資本（St鋤mkapi七al）は二萬克以上なることを要する
ものとし、各杜員の基本出資（St灘：mein1嬉e〉は五百馬克以上な
ることを要するものとする（濁法第五條第一項）。基本出資は各
肚員に付き異なる額を定むることを得るが、此の金額は金馬克
を軍位とする端藪なき藪額（runde　Zah1）郎ち百馬克で整除し得
る金額でなけれぱならぬものとする（猫法第五條第三項〉。叉基
本出資の総額は基礎資本額と一・致せねぱならの（同條第三項後
段）。凡て祉員は會肚設立の際、歎個の基本出資を引受くること
は許されない（同條第二項）。懊法でも基礎資本総額は之を二萬
rク・一ネン」以上とし、各勉員の基本出資は五百「ク・一ネン」
以上でなければなら濾（填法第六條第一項）。基本出資の金額が
各杜員に付き異なり得ることも、各冠員は會肚設立の際藪個の
基本出資を引受くることを許さないことも濁法と同じである
（填法第六條第二項第三項）。佛法では之を會肚資本（砺pi七飢
social）と欝し、會肚資本は二萬五千法以上たることを要するも
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のとし、資本金は百法若くは百法の倍藪たる金額の持分（P麟s
sociales）に分割せらるべきものとする（佛法第六條第一項第二
項）。猫、懊法に於ける有限責任會肚の根本観念の一たる各肚員
の持分（Gesch乱ft陥nもell）は其の引受けたる基本出資（St泓1nmein－
1乱ge）の額に依り定まるものとしてゐる（濁法第一四條、懊法第
七五條第一項）。
　基礎資本は上述の如く基本出資より成るものであるが、有限
責任會杜の基礎資本は株式會枇の資本以外に異なつた意義を有
することを注意せねばなら露。即ち基礎資本は各肚員の基本出
資により充實せらるる必要あり其の最高額を示すと共に基本出
資義務を各枇員が履行しない場合に飽の冠員が後に述ぶる補填
義務を負搬するときの最高額を示すものである。帥ち他の肚員
の補填義務は此の基礎資本額以上に出ることはないのである。
　（二）基本出資の種類
　基本出資は金鏡出資（Geldeinlage）叉は現物出資（Sachein】age，
Weτ七einlage，dienic五tinGeldzuleistende：Einlage；aportsen
nature）の敦れも許されてゐる。現物出資は物権、債椹、無膿財
産灌等総て財産的債値あるものならぱ差支ないこと、株式會肚
に於けると同一であるが、佛法に依れば其の評憤は之を定款に
記載することを要するものとし、肚員は會肚設立の際認めたる
現物出資の詐債額に付き第三者に封し連帯して其の責に任すべ
きものとする（佛法第八條）。濁法に於ても現物出資祉員（Sach一
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einleger）の氏名、出資の目的物（Gegenst油de）、債額（Geldwert）
は定款に確定すべきものとする（濁法第五條四項）。金銭出資と
現物出資との割合に付ては、懊法に依れば會杜の基礎費本の孚
額以上は金銭出資を以て沸込を爲すことを要するものとし、其
の割合に付き現物出資の方に制限を設けてある　（懊法第六隆の
二第一項）。又同法に依れぱ金銭出資は其の四分の一以上にし
て二百五十「ク・一ネン」の金額を沸込まねばならね（懊法第一
〇條第一項〉。
　（三〉基本出資の彿込一全額沸込と分割沸込
　基本出資の沸込（Einzahlungell　auf　die　St蹴meinlage）に付て
は猫、懊法共に株式會杜の株金排込手績にも比すべき嚴重なる
手績を規定してゐる。現物出資は一時に全部を給付すべきこと
各國法の一致する所であるが、金銭出資（Geldeinlage）に付ては
濁、懊法は分割沸込（Teileinz乱hlung）を認めてゐるけれども、
佛法は全額沸込（Volleinz＆hlUD9）を以て會肚設立の要件として、
分割沸込の自由を與へす、現物出資に付ても其の差入の完了を
以て設立の要件としてゐる（佛法第七條一項二項）。伊太利法草
案（第一四八條第二項）も亦佛法と同じく一時全額携込主義を探
用してゐる。金鑓出資の分割沸込と全額梯込は濁、懊法と佛法
との著しい差異の一である。此の種の會杜にも株式會杜と同様
に分割沸込の蝕地を與ふべきか、又は最初より全額を携込まし
むることとし、資金の必要があれば後日、基礎資本の増加に依
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り之を補はしむる途を開くに止むべきかに付ては、各，利害得失
がある。
　分割沸込は必要なだけづ、資金を集め得る便宜と引受及び沸
込の容易なるが爲めに激迎せらるる傾向があり、現に株式會愈
に於て株金の分割彿込制度を探用してゐるが、其の結果如何と
言ふに、會杜の事業成績が良いか又は経濟界の好況時代には株
式の憤額が高いので、株券を罐保として彿込資金を得る道もあ
つて分割沸込は割合に容易に行はれ得るが、會肚の事業成績が
思はしからす経濟界の景氣も良くないとき換言すれば會枇に取
りて最も資金の急需ある場合には株券を捲保にして借入れをす
る蝕地に乏しく、又假令然らすとも彿込が澁り勝ちにな弧却
つて第二同以後の分割彿込は不成績に終る場合が少なくない。
斯の如きは折角會肚及び其の成員の便宜の爲めに設けられた制
度でありながら殊に不況の時、沸込不履行を籏出せしめて株主
は其の責任を同避し、會杜資本の充實は期せられないことにな
る。此のことは有限責任會祉に於ても略ぼ同檬の事態を登生す
る危瞼がある。有限責任會肚は株式會祉に比すれば祉員の歎も
少なく、會肚の事業不振の場合に沸込を同避せんとする程度は
株主の様に甚しくないとしても不況の場合に分割沸込の困難を
來すことは大差なしと思はるる。
　加之、有限責任會肚に於ける基本出資の沸込を初より全額と
するときは濁、懊法の如き後に述ぷる他の肚員の補填義務は少
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なくとも一部不必要となり、或る杜員の彿込義務不履行が他の
肚員に依り補填せらるべき煩累は自然に滑滅すること佛法の規
定と同一になり、壮員の責任を軍純化する利盆がある。是れは我
が國に此の制度を採用するに當り篤と考慮を要する事項で、猫
法の如き祉員の複雑なる責任を認むべきか、佛法の如き肚員の
簡明なる責任を認むべきかを決せねばなら濾。佛法の如き全額
彿込主義を探るときは資金の需要あれば先づ定款を憂更して基
礎資本を増加し、其の増加額に付き新なる杜員の引受を得るか
叉．は從來の肚員に引受を承諾せしめて全額沸込を爲さしめねば
なら沿。其の手綾は精面倒であるが未沸込金額の滞納は自然に
無くなる謬である。此の黙に就て私案としては各會肚に依り自
ら事情も異なることであるから、定款に分割沸込を認むる旨の
特別規定がない限うは全額沸込を原則とする規定を設け、各會
祉の特別なる事情に依り、定款の規定を以て、分割梯込を爲す
ことを得る蝕地を存することが穏當と思ふ。併し定款の規定を
以て分割彿込を認むる以上は梯込額を公示する主義を探用する
と共に、其の不履行の場合に他の杜員の補填義務を認むる規定
の必要は街ほ存する諜である。尤も分割沸込を認めて其の不履
行の場合に於ける他の杜員の補填義務を認めない法制も成立ち
得るが、然れば沸込の確實性は期し難いことになる。
　出資沸込の催告、冠員の失権、持分の競責、前枇員の捲保義務
等に付ては猫法は第一九條乃至第二三條に規定し、懊法は第六
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三條乃至第六九條に規定し、佛法は上述の如く出資全額梯込を
以て會肚設立の要件とするから、會祉成立後には増資の場合の
外、出資梯込の問題を生じない。佛法は會杜成立後、資本増加を
行つて其の梯込をする場合に付ては所謂可動資本會肚（Soci6七6
蕊餓pi七al　v測able）に關する一八六七年法第四八條乃至第五四條
の規定を適用する（佛法第四〇條〉。其の不可なることに付ては
既に杉山博士の適評がある（法協四〇巻一二號七〇頁参照）。次
に基本出資沸込に關する濁、填法の梗概を述べよう。
　填法に依れば各融員は其の引受けた基本出資に付、定款の規
定及び適法なる肚員総會の決議に從ひ逐次に全額彿込の義務を
負ふものとし、定款攣更決議を以て別段の定をしないときは基
本出資の彿込は総肚員が現金で沸込むべき基本出資額に比例し
て（：nachVerh飢七n．isiぬrerin：B＆remzuloistendenStammein囎
lagen）之を爲すべきものとしてゐる（懊法第六三條一項二項）。濁
法は逐次に全額彿込の義務あることは當然と認めて規定を設け
ないが、基本出資額に比例して梯込を爲すべきことは同様に規
定してゐる（濁法第一九條一項）。即ち爾法共に出資沸込に付き
肚員李等の原則　（Grundsa七z　der　Gleichbeh肋dlung　der　Gesell－
sch磁er）を或る意昧に於て維持してゐる。出資梯込義務の免除
（Erlass）又は延期麟undung）は基礎資本減少の場合の外は之を
許さす、會枇に勤する債権と出資梯込義務との相殺（Aufrech－
nung）は肚員から之を主張することが出來ないことにし、以て
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資本の充實を圖つてゐること濁、懊法とも同檬である　（濁法第
一・九條二項、懊法第六三條三項）。
　（四）出資彿込の邊滞
　杜員が會批より梯込の請求を受けたるに拘らす沸込を逞滞し
たときは延滞利息（Vorzugszinsen）支彿の義務（Verzinsungsp且ic五七）
を負ひ（：BGB§288）、両ほ損害賠償の責任（Schadensers泓tzp且icl・t）
をも免れない。又定款を以て別に違約金（Reugela，Konven七io－
n乱1stra｛en）の定を爲すことも出來る（懊法第六五條一項）。濁法
も略ぼ岡様の規定を設けてゐるが懊法ほどに詳密でない（濁法
第二〇條）。
　出資沸込の逞滞があつたときは會祉は滞納肚員に封し、新に
一箇月以上の猶豫期問を定めて其の期問内に沸込を爲すべき旨
の催告（Au飾rderung）を爲し、若し期問内に梯込をしないとき
は除名せられ其の持分を失ふべき旨を豫告することが出來る。
此の催告は書留郵便　（eingesehriebener　Brief，rekommandierもes
ScLreiben）を以てすべきものとしてゐる（濁法第二一條一項、
填法第六六條一項）。
　猶豫期問内に沸込がなかつたときは會肚は滞納杜員に封し其
の持分及び既に納付したる一部沸込は會杜の利盆の爲めに矢ふ
旨を、同じく書留郵便を以て通知せねはなら露。失権杜員
（闘sgeschlosseller　Gesellsc：haf七er）は滞納したる未彿込金額又は
後に持分に付き携込を請求せられた基本出資の額に關し、會杜
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の蒙つた損失（Aus翻）に付て會枇に勤して責を負はねばなら澱
（濁法第二一條二項三項、填法第六六條一・項二項）。
　矢権枇員が沸込をしなかつた基本出資の金額に付ては、會肚
に屈出でられた失権杜員の直接の前者（Reclltsvorganger）叉は
更に其の前の各前者が會肚に封して其の責に任ぜねばならぬ。
前者の責任は譲渡屈出の日より五箇年以内に基本出資に封して
沸込を講求せられた部分に限り其の責に任じ、其の以前に遡ら
ないことは猫、填法とも同様である（濁法第一二1條一項、三項、
填法第六七條〉。直接の前者よりも前の前者は其の承縫人が彿込
をしないときに限り其の責に任すべきものである。會杜が其の
承縫人に封して沸込の催告（臨hlungsauf偽rderun9）をなし、且
つ其の旨の通知（：Be餓chrich七iguhg）を前者に爲した後一箇月内
に其の承縫人の承縫人が彿込をしなかつた場合には反謹なき限
り、前者が沸込をせねばなら臓。未彿込金額を支沸つた前者が
失権杜員の持分を取得すること、株式會肚で最も先に滞納金額
を支沸つた株式譲渡人が失椹株式を取得するのと酷似してゐる
（濁法第二二條二項三項四項、懊法第六七條）。
　上述の手績を履んでも雨者が滞納金額の支彿をしないときは
會杜は其の失権杜員の有してゐた持分を公の競費（6飾nUiche
Vers七eigem惣9）の方法に依り之を費却する（verk勘ufen）ことが
出來る。公の競費以外の方法に依り持分を費却することは失権
杜員の承諾（Zustimmu1ユ9）ある場合に限り許さるる（猫法第二三
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條、懊法第六八條）。懊法は一箇月以内と以後とに’匿別し、一箇
月以内には會肚は少なくとも貸借勤照表に掲ぐる持分の債額に
相當する憤額を以て自由に持分を責却することが出來るものと
し、一箇月以後に於ては會杜は公の競費に依りてのみ當該持分
を責却することが出來るものとしてゐる（瑛法第六八條二項！。
街ほ填法は競費の手績に付ても稽詳密なる特則を定めてゐる
（同條三項四項五項参照）。叉懊法は不足金額に付ては失権肚員
が他の一切の債務に先だちて其の責に任すべきものとし、失椹
肚員は共の他の支彿義務に付ても同様に失椹に因り其の責を免
るることを得ざるものとしてゐる（懊法第六九條）。佛法は上に
述べた如く最初より一時的全額彿込主義を採つてゐるから、沸
込の催告、矢権手績、遡求権、競費手績等の規定がないのは當
然の事である。
　斯の如く彿込のない出資額に付ては失椹肚員を責めて取立つ
る道を講する外、矢権祉員の前者（持分譲渡入）に封し一定の範
園内に於て、滞納金額を支沸ふ義務を負はしめ（縦の義務）、街
ほ會肚が満足を得ない場合には他の杜員をして其の不足額を辮
濟する義務帥ち所謂補墳義務（横の義務）を負はしむることに依
り會杜資本の充實を圖ること後章に述ぶる如くである。
　肚員の法定責任は本章の基本出資義務、並に之に俘ふ延滞利
息支彿の責任、損害賠償の責任の外に荷ほ持分譲渡肚員の責任
（猫法第ニニニ條、懊法第六七條）、違法配當の返還責任（濁法第三
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○條乃至第三二條、懊法第八三條）、追加出資蓮法梯戻の返還責
任（濁法第三〇條第三一條、填法第八二條、第八三條）等がある
けれども飴り説明の多岐に亘ることを避けて之を省略し、後の
第四章に於て、肚員に取り重要なる第二の法定責任たる補填義
務に付て述ぶる二とにする。
第三章　追加出賛義務
　（一〉　追加出資と追加資本
　追加出資義務（又は追出資義務〉（Nachsc五usspHic五t）1ま法定の
責任でなく、各會肚の定款を以て此の義務を課することを法律
が許容した基本出資以外の出資義務をいふのである。追加出資
（又は追出資）　（N麗hscl・uss）　は別に追加資本（又は追資本）
（Nachschussk乱pi七al）を形成するもので追加資本は基礎資本の補
充の爲めに存する理想上の標準額である。追加資本は基礎資本
其のものの塘加ではなく、基礎資本以外に別に追加せられた資
本である。猫法は第二六條乃至第二八條、第五三條三項に之を
規定し、懊法は第五〇條四項、第七二條乃至第七四條に之に關
する規定を設けてゐる。濁、填法に依ればr肚員は基本出資額
を超えて追加彿込（wei七ere：Einzahlungen）の講求を決議するこ
とを得る旨、會甦の定款を以て定むることを得」とし（狗法第
二六條一項、懊法第七二條一項）、追加出資の沸込は持分の額に
比例して（懊法は基本出資額に比例して）之を爲すことに定めて
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ゐる（濁法第二六條二項、填法第七二條三項）。
　（＝）追加出資義務の有限及び無限
　然るに此の追加出資義務の限度に付ては濁、懊法の問に規定
の相違があり、填法は追加出資義務を有限のものとし追加出資
義務は基本出資の割合に從て定められたる金額に制限すること
を要するものとし、此の限度を設けすして追加出資義務を定め
たる定款の規定は無敷とするとまで規定してゐる（懊法第七二
條第二項）。反之、猫法は「追加出資義務は定款の規定を以て、持
分の割合に從ひ定めらるべき一定の額に制限することを得るも
のとし（濁法第二六條三項）、且つ其の制限なき場合と（猫法第
二七條）、制限ある場合と（凋法第二八條）に匠別して規定してゐ
る。その制限なき場合は帥ち無限追加出資義務（unbeschr註・lkte
Nac赴schusspHic亘も）となり、其の制限ある場合は帥ち有限追加出
資義務（besel畷nkte　N紬sc五ussp且ichtノとなるのである。次に先
づ濁法の無限追加出資義務に付き述べ、然る後、塔蜀、懊法共通
の有限追加出資義務に及ぶことにする
　（三）無限追加出資義務と持分委付椹。
　濁法第二七條に依ればr追加出資義務が一定の額に制限せら
れざるときは各會肚は基本出資を完全に沸込みたる場合に於て
彿込催告後一箇月内に持分を會肚の庭分に委ね、以て其の持分
に勤して請求せられたる追加出資の彿込を免るる権利を有す
（第一項第一段）。同様に會祉は祉員が上掲期聞内に前記の椹利
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を行使せす又は沸込を爲さざるときは其の肚員に封し書留郵便
（eingeschriebener　Brief）を以て其の持分を會肚の塵分に委ねた
るものと看徹す旨の通知を爲すことを得」（同條同項第二段〉。と
規定してゐる。追加出資義務が一定の額に制限せられざるとき
は帥ち枇員の追加出資義務の無限なる場合である。此の黙のみ
を見るときは肚員の有限責任は最早其の痕跡を止めす、無限責
任に轄換したるものの如く、有限責任の原則（Prinzip　der　be－
schr伽kten　Haf七UD9）に反する如くであるが、上述の規定に依れ
ぱ肚員は之にi封して持分委付権（Ab蹴donrecht，：Preis餌berec：ht）
を有し、持分（Gesch翫ftsan七eil）を會肚の庭分に委ね、以て其の持
分に封して請求せられた追加出資の沸込を免るる権利を有する
のである。肚員が持分委付椹を行へば無限追加出資義務も亦持
分を限度とする有限責任となる諜である。我が海商法上、船主
が一定の海産を債椹者に委付して其の責を冤れ得る免責委付制
度と似てゐる（商法第五四四條以下参照）。尤も杜員が此の持分
委付権を行ふには前提要件があつて、肚員が基本出資（St乱mm－
ei111age）を完全に沸込みたることを要する。未だ基本出資の彿
込をも完了せざる祉員は此の持分委付権を有しないのである。
　然らぱ肚員が基本出資を完全に沸込んだ後、自ら持分委付権
を行はないときは常に無限追加出資の責任を負はねばなら組か
といふに、濁法は前述の如く、會肚の側で其の肚員に封し持分
を會肚の塵分に委ねたものと看徹す旨の通知を爲すことが出來
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るとしてゐるから、肚員が自ら委付椹を行はなければ會肚が委
付権を行つたものと看倣すこと　（差押宣言Kon£skationserk憾
mng）に依b同檬の結果に到達することを得るのである。其の
通知は書留郵便でなければならぬとしたのは手績の正確を期し
後日の雫を防ぐ用意に外なら臓。
　此の委付権は鑛業法（Bergrec五t〉に起源を登するもので、鑛
業株主（GeweTke）が其の鑛業株（Kux）の委付（Preisgabe）に依り
具膿的な追納義務　（ZubusseverpHi・h七ung）　を兎れ、鑛業組合
（Gewerks面af七）は其の鑛業株に依う満足を得る外なきが如く、
有限責任會杜の祉員は其の持分を委付して其の責を冤れ會肚は
持分を以て満足を得る外はないのである。會耐：は叉一箇月脛過
後、持分の差押（Beschlagn曲me，Kon£skation）に依り同様の結
果を生ぜしむることが出來る。併しながら委付は決して権利の
拗棄（Verzich七）ではない。委付者は之に因りて失権の場合の如
く會祉から脱退するのではなぐ、催告せられた追加出資に關す
る其の責任を唯一の取立目的たる持分に制限するのみである。
　會杜に委付せられた持分は肚員の委付行爲又は會杜の上蓮通
知後一箇月以内に公の競責（6f6en七1iche　Vers七eigerung）の方法に
依り、委付者の計算に於て之を費却せねばなら組（濁法二二七條第
二項第一段）。公競責以外の方法に依り持分を費却することは其
の肚員の同意（Zus七immung）あるときに限り許さるる（同條第二
項第二段）。責却費用（Verk泓ufskOS七en）及び未彿込の追加出資
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（r逓ckst蝕digerN翫chschuss）を支梯ひたる後禽ほ費却代金（：Eヱ16s）
の剰蝕（Ueberschussナがあれば夫れは肚員に露屡する（濁法同條
第二項第三段）。持分の費却に依り會祉が満足を得ないときは其
の持分は會肚に蹄屡することになり、會肚は其の取得したる持
分を自己の計算に於て（茄reigLeRechnung）譲渡す（ve蛾ussem）
こと力葺出來る。
　以上は無限追加出資の一般の場合であるが、會祉に依り定款
の規定を以て持分に基き催告せらるる追加出資が一定額を超過
する（亘bersc五rei七en）場合に前各項の規定の適用を制限する旨を
定むることが出來る（濁法第二七條四項〉。帥ち法律は定款を以
て追加出資の一定した最低額を超⑥る場合にのみ前各項の規定
を適用すべきものとし、追加出資が此の一定額に達するまでは
有限の追加出資として取扱はれ得ることを認めてゐる（凋法二
八條第一項第二號）。是を以て委付権は無限追加出資の場合に輩
純に成立するか叉は決定せられた追加出資が一定の限界を超ゆ
る場合に成立するかの敦れかである（盈罐，G・m，b。H．S．323）。
　委付の場合には持分のみが會杜の満足を得る爲めに残留する
から委付は基本出資が蕾に完全に催告せられた（eingeforderも〉場
合のみならす（濁法第二八條第二項）、完全に沸込まれたζeinge－
zah均場合に許さるべきものである。基本出資が未彿込の儘な
るときは會杜は之に基いて直に失権慮分（Kaduzierung）を爲す
ことが出來る。然れば差押（Beschlagmhme）も委付（Preisgabe）
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も共に爲すことが出來ない。其の他の會肚に封する義務、例へ
ば、附随給付、補填義務、利息叉は違約金等の不履行は委付を
行ふに妨げとはならない（挽枷，G。m．b．H．S．5241魚碗廠6叩，
Komm。G．m．b．H．5．Au且．§27A．3f．18eゐoZ2，Komm．G。m．b．H．
§27瓦II2）。
　委付権の行使は追加出資梯込の催告が枇員に到達した時から
起算して一箇月の期問内に於てのみ許さるる。此の期問を伸長
すること（Verl伽geruug）は妨げないが、之を短縮すること
（Verk加zung）は杜員の奪取不能椹（une聾七ziehbares　Recht　des　Ge－
sellse撫fters）を侵害するから許されない。會枇は期問慨怠の後
に行はれた委付でも有敷に探用し得ることは恰も會肚が原則と
して追加出資を拗棄し得ると一般である。之れが濁逸の通説で
ある（F伽ε，G．1n．b。H・S．3241魚eゐ醜乙耀9，Komm　G．m．b．E
§27A・658ch・乙乞，K・mm。G・mb・E§27A。III2．）、けれど
も叉反封説もある（・L勅”zαηgz－8αεηg硯§27A。2b）。
　會杜は杜員から委付を受けた場合のみならす差押（Bese：hlag－
nahme，KonHska七ion）に依り、持分を庭分に委ねたものと看倣す
旨を書留郵便を以て通知し、期問経過後に同一の結果を生ぜし
むることが出來ることは前に蓮べた（濁法第二七條一項二段）。
此の場合には時問の限界は存せす、會肚に取りて訴訟を省略し、
且つ場合に依り、敷果なき彊制執行を節約することが出來る。
　委付又は差押の敷力の一は責任制限（恥f七ungsbesc1・臨nkuヱ・9）
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といふことである。帥ち委付を爲した祉員は筒ほ會肚の杜員た
り債務者たb、唯其の責任は純然たる物的責任（reine　Sachhaf－
tung）として庭分に委ねた持分に制限せられ、人的責任（persδn－
liohe　Eaftung）は滑滅する。（人的責任及び物的責任の意義’匿別
に付ては拙著會肚法提要第十版二七九頁滲照）。
　肚員は叉其の債務を支沸ふことに因り、何時にても其の持分
を責任負澹から免れしむることが出廉るが、併し其の爲した委
付の意思表示を撤同することは出來ない。其の他に於ては肚員
の地位は依然として溌ることなぐ、唯、其の追加出資義務に關
して持分が唯一の責任封象（Eaftoblekt）たるのみである。是を
以て杜員は最早如何なる方法を以てするも其の持分を庭分する
ことが出來ない（及乞惚，G．m．b．H：．S．325．）◎
　要之、無限追加出資義務は（一）無限追加出資義務と共に無制
限委付灌（u崩egrenzte　Abandonreo五t）を與ふる場合（猫法第二
七條第一項）。（二）無限追加出資義務と共に一定額を超ゆる追加
出資の催告に付てのみ委付権を制限する場合（濁法第二七條第
四項）の二種に岐れる。
　（四）有限追加出資義務
　有限追加出資義務（beschr飴k七e　Nac：hschussp且ich七遷Pち一定の
限度ある追加出資義務を課することは有限責任の根本観念と矛
眉するものではない。唯其の義務が基本出資義務に止まらす、
基本出資以外に於て定款の規定を以て有限の追加出資義務を課
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する鮎に於て軍純なる有限責任（sc五1iehteod・einf乱曲ebesc五r翫n－
kte　E謡ung）と異なるのみである。英法及び我が保瞼業法に於
ける保謹責任と稽類似した所がある（Com画niesAc七，1929，sect・
1（2）b・3我保瞼業法第三七條第三號）。併し、保謹責任は會肚財
産を以て會肚の債務を完濟するに足らざる場合に一定の出資額
を超えて更に一定額まで出資を爲すべきことを定めた揚合であ
る。從つて保謹責任は會融財産を以て會杜の債務を完濟するに
足る間は其の出資を必要としないのである。然るに有限責任會
杜の有限追加出資義務は會肚財産を以て會甦の債務を完濟する
に足ると否とを問はす、定款を以て基本出資以外に課せられた
出資義務である。此の瓢が保謹責任と異なる要瓢である。
　元來、立法論として保讃責任を認むるのと有限追加出資義務
を認むるのと軌れが適當なるやは考慮を要する問題である。會
肚債権者の保護を主眼として考ふるときは會杜財産を以て會杜
の債務を完濟し得ざる場合に肚員の責任を追加して一定の出資
額以上に出資せしむることは適當な方法に相違ない。併し其の
保讃責任額は債務完濟の目的以外に出資せしむることが出來す
叉之を利用することが出來ないといふ不便がある。反之、有限
追加出資義務は定款を以て特に其の前提要件又は用途を限定し
ない限り、債務完濟以外の積極的な目的にも利用することが出
來る。會肚の事業経螢上には此の方が用途が廣いといふ長所が
ある。其の代り、有限追加出資は後に述ぶる如く一定の要件の
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下に之を杜員に沸戻すこと（R伽kzahhmg）が出來る。但し之は
基礎資本の損失を填補する必要なきときに限るから、それが違
法沸戻でない限りは彿戻の爲めに會杜債権者が不利盆を受くる
ことはない謬である。要するに二者は其の前提要件及び用途に
廣狡の差異ある二とが其の相異黙と認めて可なりと、思ふ。
　（五）有限追加出資の滞納
　猫法第二八條に依ればr追加出資義務（N乱chS面ussp且icht）が一
定額に制限せられたる場合に於て定款に別段の定なきときは追
加出資彿込の滞納に付き基本出資梯込に關する第二一・條乃至第
二三條（失権手績、遡求権、持分競費）の規定を準用す」（第一項
第一段）。第二七條第四項の場合に於て無限出資義務に付き該追
加出資が定款を以て確定せられたる金額に超えざるとき亦同
じ」（第一項第二段）。追加出資の請求は英の沸込に付き第二一條
乃至第二三條の規定の適用あるときは墓本出資の全額梯込の講
求に先ちて之を爲し得る旨、定歓を以て定むることを得」（第二
項）と規定してゐる。筒ほ追加出資の沸戻、違法沸戻の場合の
返還講求、及び他の杜員の補墳義務等に付ても種々なる規定を
設け、填法には第七二條乃至第七四條に一屠詳細なる規定があ
る。併し是等は張行的性質のものではなく、定款を以て之に異
なる規定を設け、或は一暦寛大に、或は一層嚴格に定むること
が出來る　（血chθ葡％卿，§28A．43β1擁oZ之，§28A，133乃乞g～e，S．
327。）尤も一層寛大にする場合に付ては多少の制限がある（猫法
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第二八條二項）。
　先づ濁法の規定に依れぱ肚員に有限追加出資沸込の滞納があ
つたときは會杜は一箇月以上の猶豫期問内に彿込をなすべき旨
の催告を爲し且つ彿込なき場合には其の持分を失ふべき旨書留
郵便を以て豫告をすることが出來る。期問内に沸込をしないと
きは持分及び既に提供した出資に’付き失権する旨（K瀬uzie－
ru：ngdesGesch翫f七阻n七eils，）、書留郵便を以て通知せねばなら組
（濁法二一條一項二項、第二八條一項、懊法第六五條二項、第六六
條、第六九條）。追加出資携込滞納に因る失権の場合には會肚に
屈出のあつた失権祉員の直前の権利者及び更に其の前の各権利
者にして屈出後、五箇年以内に在る者に封し會杜は遡求椹を行
ふ二とが出來る（Begressn曲me　an　den　Vorm蝕nern）。尤も前肚
員に封する遡求権の範園は其の肚員たりし當時の金額を限度と
する（濁法第五三條三項、填法第四九條、第五〇條）（瓦伽，（王m．b・
H．S・326ヨ掛・伽α？鵬，§28A。11魚・ゐe伽ゲ9，§28A・2・）。
未沸込の分を支彿つた前権利者は失権杜員の持分を取得するこ
とは株式會肚に於て株式譲渡人が失椹株主の滞納金額を支梯つ
た場合と類似してゐる（濁法第二一條、第二八條一項、懊法第
六七條、第七八條三項）。前権利者が滞納金額を支彿はないとき
には會祉は其の持分を公競費の方法に依り責却することが出來
るし（Vers七eigerungsver1｛泓u五）、向ほ失権肚員の同意があれば其の
他の方法に依り之を費却することを妨げない（濁法第二三條、
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第二八條一項、瑛法第六八條）。併し此の追加出資滞納の場合に
は杜員相互問の補填義務（DeckungspHicht　der　Gesellsch乱fter）
は存在しない（猫法第二八條一項、懊法第七三條）。
　追加出資の沸込に付き上蓮の失権手績、遡求椹、持分競責等
の規定を適用する場合には定款の規定を以て、基本出資の沸込
講求に先ちて先づ追加出資の沸込の請求を爲し得る旨を定むる
ことが出來る（濁法第二八條二項）。
　（六：）　追加出資の彿戻（Rackz乱lhlung　von　NacぬschUssen）。
　追加出資は元來、基礎資本の如く會肚に取うて信用の基礎
（Kredi七grund1乱ge）となり、會杜債権者に取りて責任の基礎
（H＆f七ungsgrund臨ge）となるものではない。寧ろ螢業資金（IBe－
triebskapita1）として叉損失填補（Ausgleich　von　Verlus七en）の役
に立つものである。從つて追加出資は基礎資本及び會肚債権者
の爲めの防備の下に携戻さるべきものである（弼e♂ηθ，G・m・b・H・S・
327）。
　追加出資の沸戻に關して最重要なる前提要件は其の支沸が基
礎資本を減少せざることである。濁法第三〇條第二項に「沸込
まれたる追加出資は基礎資本の損失を填補する必要なき揚合に
は之を肚員に沸戻すことを得」と規定したのは其の第一項に「基
礎資本の維持に必要なる財産は之を杜員に沸出す（ausz＆hlen）
ことを得す」と規定した原則の一適用に外ならぬ（刃θ伽・a・a・
O。）。携出（Auszahlung）の結果、基礎資本に之に相當する損失
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額を生じ、負債超過貸借封照表（Un七erbilanz）となつたときは沸
出は其の敷力を生じない。業務執行者は假令彿戻決議の當時、負
債超過貸借封照表が存在せざりし場合でも斯の如き沸出を爲す
べきものでない。
　次に沸戻の重要なる前提要件は基礎資本の完全に彿込濟なる
ことである（濁法第二二八條二項第三段）。追加出資が基礎資本の
完全なる梯込催告前に決議せられ、取立てられ得る場合を認め
た濁法第二八條第二項の規定は夫れ自睦例外の場合である。此
の場合には基礎資本総額の彿込講求あbたることを以て彿戻適
状に十分なりとし、會肚は基本出資請求権と祉員の有する携戻
請求権と相殺することが出來る。
　追加出資の沸戻は通常、肚員の決議に基き行はるる（濁法第
四六條三號）けれども、決議は必すしも必要ではない、定款を
以て別段の定を爲すことが出來る（濁法第四五條二項）。沸戻の
決議がゐつたときは會杜公告紙（Gesellschaf七sbla七ter）に之を公
告せねばなら阻。公告紙なきときは官報（ReichS韻zeiger）及び
裁判所の定めた他の新聞紙に公告すべきである（濁法第三〇條
二項第二段）。此の公告後三箇月を経過した後でなければ沸戻を
なすことは許されない（濁法同條同項同段）。之に依り、會枇財
産減少の事實に、會祉債椹者の注意を傾けしめ、適當なる保障
の蓮を講命る機會を與へんが爲めである．
　追加出資沸戻の敷力としては追加出資が取立てられざうしこ
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ととなる（濁法第三〇條第二項四段）。一層正確に言へば追加出
資は初めよウ彿込催告なかりしものと看倣さるる（πθ伽，G・m・b・
H・S・328）。從つて爾後の追加出資の限界叉は委付の限界を超
ゆるや否やの問題は最早顧みられす、從つて算入せられないこ
とになる。
　（七）違法携戻の結果
　濁法第三一條の規定に依れぱr第三〇條の規定に違反して爲
された支彿（塩hlungen）は會祉に返還することを要す、1としてゐ
る（同條第一項）。此の返還義務は免除することが出來ない（同
條第四項）。併し此の嚴格な責任即ち會甦の返還講求権は善意の
沸戻受領者（Empf蝕ger）に鍔しては幾分寛和せられ、此の場合
には會杜は受領者に封し會肚債権者に辮濟するに必要なる限度
に於てのみ返還を請求することが出來る（濁法第三一條第二項〉。
此の鮎に關して填法はr肚員が利盆配當分（Gewin：nan七ei1）とし
て善意にて（in　guもem　Glauben）夢領したる場合には返還義務を
負ふことなし」と規定し趣旨が稽異なつてゐる（懊法第八三條
第一項二段）。追加出資の違法彿戻に封する會肚の返還請求権は
五年の消滅時敷に罹り、返還を講求せらるる彿戻の爲された日
より之を起算する（猫法第三一條五項）。街ほ此の追加出資の違
法沸戻に因る會肚の返還請求に勤し受領者が返還に慮じないと
きには他の祉員が持分の金額に比例して其補填義務（Deckungs－
P且ic五t）を負ふことは次章に述ぶる如くである（濁法第三一條三
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項、填法第八三條二項）。
第四章補填義務
　（一）総　　説
　補墳義務（DeckungspHicht　l　lib6r瀬on　compl6ment翫ire）は或
る杜員が基本出資の彿込を怠つた場合に梯込の催告、失権、持
分競費等の手績を蓋しても術ほ不足額の存するとき又は追加出
資の違法彿戻ありたる場合に肚員に封して其の返還を請求する
もf韻ま返還しないとき、他の肚員が其の不足額又は返還なき額
を補充する義務である（猫法第二四條、第三一條三項、填法第
七〇條、第七四條三項）。此の補墳義務は基本出資義務と同じく
法定責任で、追加出資義務の如き定款責任ではないが、其の義務
を生する原因に依り更に之を二に匿別することが出來る。（一）
は基本出資不履行に因る補填義務。（二）は追加出資の違法彿戻
に因る補填義務である。即ち補墳義務は二方面に其の作用を登
揮し、一面には基礎資本充實の作用を爲し、他面には違法彿戻
防止の作用を爲すのである。濁、填法とも多少其の規定を異に
してゐる所があるから之を各別に読くことにする。
　（二）基本出資補填義務
　基本出資補墳義務帥ち基本出資の不履行に因る補填義務は前
述の如く或る杜員が基本出資の彿込を怠つた場合に、彿込の催
告失権、持分の競責等の手績を執つても筒ほ不足額の存すると
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きに他の祉員が其の不足額を補充する法定の義務で、是に由り
基本出資を充實し、輩固にすることを目的とするものである（濁
法第二四條、填法第七〇條）。猫法第二四條はr基本出資が支沸
義務者より支彿はれす叉持分の貫却に依り補填せられざる場合
には他の枇員は其の持分の割合に從ひ不足額を提供する義務を
負ふ。或る肚員が補堤せざる金額は他の肚員が持分の割合に從
ひ之を分捲することを要す」と規定し、填法第七〇條も亦略ぼ
同様の規定を設け且つ持分が費却せられざる場合を豫想して
r持分が費却せられざるときは肚員は其の出資額に比例して該
塵分に蹄すべき利盆配當及び残蝕財産分配の請求灌を取得す。
後に持分が賞却せられたるときは其の責得金中より肚員に其の
出資額を返濟し且つ超過額を生じたるときは第六八條第五項の
規定（超過額は先づ基本出資の彿込まれざる部分に充當し筒ほ
剰蝕あるときは失権杜員に騰す云々〉に從ひ之を庭分す」る旨
を規定してゐる。是れは株式會杜の株主には類例の無い所謂肚
員の集團責任（Kollektivhaftung　der　Gese11so蹴ter）を規定した
ものである。
　（三）補填義務を認むる立法上の可否
　後に述ぶる追加出資の蓮法梯戻に因る補墳義務は定款責任た
る追加出資義務の存する場合に限ら存在し且つ其の違法沸戻の
場合に受取人が返還請求に懸じないといふ特殊な場合に限られ
たものであるから姑く別問題としても、此の基本出資義務不履
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行に因る補填義務を他の肚員が負ふに至つては肚員の有限責任
も頗る複雑多端なるものとなう、或る肚員の基本出資滞納は他
の杜員の補填義務を生じ、他の杜員の補墳義務履行逞滞は更に
他の肚員の補墳義務を惹起し、一波起りて萬波を生じ停止する
所を知らざる状態を呈し得る。極端な場合には唯一入の祉員が
他の枇員の不履行を一身に負捲せねぱなら臓こともあり得る
（励6伽6曜9§241匪nL）。前章に述べた基本出資が現在の杜員
の不履行に原因して前枇員に遡う、以て其の資本の充實を闘る
のを縦の義務とすれば此の補填義務は祉員相互問の横の義務と
して義務連繋を形成する。併し此の祉員相互問の横の義務は連
帯責任（So照arh＆f七ung）ではなく、其の持分の割合に懸じて責任
の範園限界が定まるのである。換言すれば引受けた基本出資の
名義上の額に從ひ其の範園が定まるのである。而して此の横の
義務は縦の義務と同じく法定の責任で會肚に於て其の義務の全
部又は一部を免除することは出來ない（猫法第二五條、填法第
七一條）。帥ち有限責任會肚の杜員は合資會祉の有限責任肚員に
比して横の責任の重きことを知らねぱなら諏。佛法の原案には
第二同以後の彿込義務不履行に封して最初、補填義務を認めて
ゐたが審議の際八ケましい議論を生じ、途に原案第七條の分割
沸込を改めて一時全額彿込とし叉原案第二五條の補填義務と持
分譲渡杜員の責任に關する規定とを創除することになつたので
頗る簡輩明瞭な責任關係となつた（杉山博士、法協四〇巻一二號
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五三頁以下参照）。此の鮎は我國の立法に際し、大に考慮を要す
る部分である。蝕り肚員の責任を重くすると會肚の基礎は堅實
になる様であるが、從來、我が國には實質に於て殆んど個人脛
螢と揮ぶ所なき合資會祉の組織が盛に利用（時としては濫用〉せ
られて其の藪は株式會肚をも凌ぐこと八千二百肚（昭和六年末）
の多きに及んでゐる實況から考察すれば有限責任會肚制度を
探用した曉に於て、冠員相互の責任が蝕り重過ぎると未だ十分
に團鮭企業の訓練を積まない國民としては其の責任の重きに堪
えす、釜玉合資會乖上組糸哉に逃避する者を生する虞カジあり、塔蜀、
填法は我國民性に照して肚員の責任が重過ぎるかと、思はるる。
　併し濁懊法に從つたとしても祉員の有限責任は之が爲めに憂
じて無限責任となるのではない。何となれば杜員の責任は其の
基本出資額を超過するとしても決して基礎資本総額（塘資額に
付ては後に述ぶる）を超過する二とは有り得ないからである
（魚伽舶％¢9§24Ei鳳）。併し基礎資本額を限度とし其れ以．k
の責任を負はないとしても、各自の基本出資額を遙に超過する
ことあるべき補填義務を負ふことは肚員に取りて過大の責任と
謂ふべきではないか。杜員が仲問の選揮を誤らす、各自、基本
出費の義務を完全に果す限り、斯の如き過大の責任は生するこ
となく、萬波を生する本源たる一波さへ起らなければ斯の如き
過大の責任は杞憂に屡するが、一たび仲問の選繹を誤り責任を
果さざる杜員あれぱ前述の如き過大の責任を生すること、合名
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會杜の無限責任肚員と多く揮ぶ所がない結果になり得る。唯、
濁逸の實際統計に依ると一人乃至五人の肚員より成る此の種會
祉が総藪の七割五分の多歎に上るといふから、伸間の員藪が實
際上極めて少ないといふことに因り、又蝕りに輕卒な會杜設立
に封して警戒を爲さしめ、杜員の人選を愼重に爲さしめ、杜員を
して共同経螢、祉會連帯の観念を生ぜしむる利盆はあらう。夫れ
にしても此の黙は新立法に際し大に考慮を要する事柄である。
　（四）補填義務の範園及び前提要件
　癒の祉員の補墳義務を認むるとしても其の範園を如何にすべ
きやに付ては廣狡寛嚴幾多の方策があり得る。濁懊法に於ても
纏ての出資に封して補填義務を課してゐるのではなく、後の違
法彿戻の場合は別とし、基本出資（S七＆mmeinl璽e）のみに補填義
務を認め、追加出資（N乱chschuss）、附随給付（Nebenleistung）、
利、慰（Zinsen）に付ては肚員の補填義務を認めてゐない。尤も基
本出資が有数に引受けられた二とを補填義務登生の前提とす
る。基本出資が法律上有敷に引受けられなかつたときは補填義
務を認むる蝕地なく、此の場合には設立全禮が無敷となるから
各杜員は裁判上、無敷（Nic批igkei七〉を主張することが出來る
（濁法第七五條、懊法第八七條）（瓦血ε，G・m・碇）』E・S・333・）
　補墳義務を生する前提要件は基本出資が支沸義務者から支彿
はれす、又持分の費却に依り補充することを得ざる場合でなけ
ればならの（濁法第二四條、懊法第七〇條）。從つて沸込の催
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告、失権手績、遡求灌、持分の競責等（濁法第二一條乃至第二
三條、第二四條、第二五條）凡有る手段を蓋して其の敷果なか
うし場合でなければなら濾。
　補填義務者は支彿義務者　（der　ZahIungsp缶chtige）以外の肚
員（”die曲rigen　Gesellschafter”）である。即ち原始肚員又は會杜
に届出でられた権利承繊人（：Rechtsmc五folger）若くは相績の如
き取得に付き何等の屈出を爲す必要なき場合には一般に権利承
縫人が義務者（die　h島ftPHichtigen　Pe「sonen）である（挽細，S。
333・）。唯問題は責任負澹1に付き肚員たる資格が何時存すること
を要するやに在る。猫法第一六條三項に依れば持分の取得者
（Erwerber）は譲渡人（Ver加sserer）と共に沸込の責任を負ふべき
者である。其の譲渡人は屈出の當時、持分に付き支梯なき給付
に封して責任を負ふことになる。併し此の場合に責任を負ふべ
き給付は基本出資の沸込請求と共に翫に辮濟期到來し且つ支彿
はれざりし部分である。唯主たる債務即ち基本出資債務の辮濟
期のみが標準となるべく、補填義務が實現した時期を標準と
すべきものではない（Fθεηe，G・m・hE　S・3343魚oゐ8励％79，§24
A．121掛o伽協％錫，§24A・31五乞e6窺α撒一8αθ冗geゲ，§24A・3）。反
弱読を採るときは甚だ不都合な結果を生する。第一には實際上
凡有る手段が審されて、補墳義務が實現せねぱなら露時期は何
時かを定むることが甚だ困難である。第二には補填の必要が近
づいたことを看取する杜員は失権手績及び遡求の手績中に、持
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分を譲渡すことに依り自己の安全を圖る機會が十分に存するこ
とになる。
　1妓に論雫を：免れない問題は多薮の持分登行（mehrere：Emissio一
：ne亘von　Gesoh翫ftsanteilen）がある場合、換言すれぱ原始的基本
出資が後に至り増加せられて、第一一登行或は第二癸行の持分若
くは壁方の持分が未だ全部沸込まれてゐない場合に、肚員は如
何なる範園に於て第二四條の補填義務を負ふべきやの問題であ
る。不沸込が新持分に生じた場合には其の不足額は総杜員が負
澹すべきや或は唯後に加入した肚員のみが負罐すべきや、將た
叉其の反封に、原始的基本出資の不足額は療始肚員及び其の承
縫入が之を負捲すべきものか或は新に加入した肚員も亦之を負
澹すべきものか。約言すれば補填義務は持分の曇行毎に之を切
離して取扱ふべきものか否かは問題である（補墳義務の分離、
Trennung　der　Deckmgsp且ic五七）。濁法其の他の法律にも之に關
する明文なく唯、り一ヒテンシタィン民法典（第四二〇條第
四項）に此規定があるのみである。濁逸の判例及び一部の註繹
家は法文の字句を嚴格に解して第二四條を資本増加の場合にも
同様に適用すべしとする（Rθ・82鼠116，93S．2513飛％肋卿，
Bank＿A■chiv　1914S．193　f£；2〉乙％為α鵬塗）一8eo乃θ㌍，§55A．2b，ee3
乃伽乃εZ，S．2683．P伽9θγ§24A。2，§55A。630吻θゲー伽cεZ♂％8，
6．Au旦．§24A。11恥ゲ剛θ7・動Pθ§24；80ゐ・Z乞§24へ∬1
3。）。此の読に依れば奮肚員は嘗然増加した基本出資に付ても責
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任を負ひ、新肚員は奮持分の滞納額に付ても責任を負ふ二とに
なる。此の見解に依れば原則は至つて簡軍ではあるが法丈の趣
旨に適せす又不都合な結果を生する　（rzεehlh8枷，DJZ・1914S・
893魚chθπ6肋柳　G．m．b．H．5．Au且．§　24A。　16－19シLZ．1914S。
119，JW。1918S．588，Fゲ。OoZ切8cん煽d6，：LZ．1915S。619．）。第
二四條の補填義務を斯く解するのは杜員に取りて其の有限責任
の甚だ危険なる籏張となり、一人は場合に依b基礎資本総額（増
資額を含む）に付き責任を負はねばならのことになる。是れ各
個人の意思に反し、殊に多薮決に依り、動かすことを得ざる確定
の限界は此の場合一暦必要である。是れ實に所謂有限責任の根
本思想を破壊するものである。猫法第五三條第三項は明にr各
個人の給付は其の同意なしに之を増加することを得す」と規定
してゐる。基本出資が直に全額梯込まれない資本増加は之に因
う新に補填義務を引受けねぱなら沁杜員に取りては、未必的で
はあるが、疑もなく、杜員に封する一層の重い負推増加である。
猫逸大審院（丑α93S．節1）は第五三條第三項が適用せらるべ
き場合には明に直接の負澹を要求してゐるが是れは正當の見解
でない。追加出資義務（：N島chschussplicht）を認める場合に第五
三條第三項の適用あることは疑を挾む蝕地がないが、第二四條
は唯他の肚員と共同に引受けた基礎資本（伽s　gemeins乱m｛iber－
nommeじe　S七ammk泓pi七al）に付ての補填義務を規定したもので、
増加した基礎資本に付て規定したものではない。杜員が資本増
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加の決議に同意した場合のみ責任を負ふべしと謂ふは表決艮び
多数決の意義の誤認をも包含するものである（抽厩，S，335；
β6α％6，G、m．b．王L1．A・uβ．§24A．7，§55A．53ヱ万θ動zα麗％，ZHR・75
S．539f。フ77S．5591五ゲθ伽zα伽．8αθ％gθ㌍§24A．530伽60鋼，LZl
1914，S。1877丘3撮）～Zαθ％（君θ㌍シZ且R．76S．104f，1《i7¢劾～ゐz66，Die
αm・bH．n乱¢五δsterLRe・h七，2・AuH・1913S．63）。rり一とテン
シタィン」民法典第四二〇條第四項は同様の見地に立ち、祉員は
後の基本出資にして醸出せられざる額に付ては明に資本増加に
同意した場合に限り責任を負ふ旨を規定してゐる。多藪決は反
封の少藪者をも拘束するが、資本檜加（Kapi七臨erhδhung）の同
意は未だ必すしも個人的負控増加（pers6nlicbe皿曲rbel挑stu強g）
の同意とは言はれない。唯、或る奮杜員が資本檜加に付ても明
に補填義務を引受けた場合に於てのみ第五三條第三項に從ふべ
きものであらう。反封の場合即ち新入枇員が奮資本に付て明に
補填義務を引受けた場合も亦同様である（掘％，S・336）。猫法
第二四條は共同に設立を途行した杜員及び其の承縫入が基本出
資の沸込に付て責任を負ふべく、後の資本増加から生じ得る滞
納の額に付ても責任を負ふ意味ではないのであるから第二四條
を新基本出資に適用するに當ては唯新登行持分の引受入が相互
に共同の責任集團（eine　gemeinsame　Haftungsgnppe）を形成し．
而して奮基本出資に付ては假令滞納あるも責任なきものと解せ
ねばなら濾。濁法第五五條第二項第二段は此の場合には直接に
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適用がない（ぷα％6，G．m』b．E1．Au丘§24A．7，§55A，4ヲ5∋
万訪魏観％5．Au且§24ム5。併し石の惚槻は其の第六版で
此の黙は濁逸大審院の見解に左祖してゐる。　互ε伽伽ル8αθ㎎θグ
§24ム5。）。り一ヒテンシタイン民法典第四二〇條第四項は新
入肚員には薔基本出資不彿込に付ての責任を除外する旨の留保
を許してゐる。要するに奮基本出資に付ては新入肚員に補填義
務は存せ沿。此の各登行毎に分離した補墳義務を認むることは
有限責任會杜法の根本思想に合致するものである（F襯e，S・3363
五1eoh≠ゐθ伽，a．a．0。1魚6h6％6解9，a。乱．O。1掛o伽α？z％§24A。3．反
醤説」：”．（㌶eゲ肋，HR．2，A’ufl。S。3761辺襯ごo鋼，G．m．b．H。S．4亙）。
　補填義務の範園に關し、猫逸の立法論として問題となるのは
現物出資（S紬einl＆ge）の不履行に翼して補填義務を認むる必要
なきやの鮎である。猫法は金鏡出資（Geldeil11乱ge）より成る基本
出資の場合には前者に勤する遡求権と共に他の肚員に封する補
填義務を認めながら現物出資に付ては何等の規定を設けす、第
二四條の補境義務に關する規定を之に類推する鯨地なきものの
如くである。元來、現物出資は會祉の事業途行上必要なる財産
を提供する黙を顧慮するときは之を禁止すべきではないけれど
も、個．へとして持て蝕し物を會祉に提供して累を會杜に及ぼし、
叉然らざるまでも其の評憤（Bewertung　von髄cheinlagen）に付
き屡宝不當又は過大詐憤（Ueberbewertung）行はれて會杜に不
利盆を及ぼすことが少なくない。又會肚設立當時は評憤が正當
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であつても、出資を怠b、叉は後に債格の鍵動ある場合もあり
得る。此の事は比較的嚴重な規定のある株式會杜に於ても屡宝
生する弊害である。寛大な規定の下に在る有限責任會杜に於て
は、一履其の弊害が甚だしい謬であるから、現物出資にも補填
義務を籏張（：Erwei七emn客der　Deckungsp且ieh七）する必要がある
とは濁逸學者聞に強く唱導せらるる所である（恥伽θ，S・2531
盈ohε舶脚9§21A．2，§27A．1多丑θ1．68S．271）。叉之に付
て反饗説を唱ふる學者もある（漉醜α？卿，L且3．S。孤8無轡伽一
恋θZ，S．276f．3』乙乞θろ鍛α伽z　I）JZ　l5　S．6773β勧ε？zge㌍，bei五乞εろ”zα％η一
β窃θ％9εゲ　S．141　五3　β毎h秘㌃688，　Refor111bes七rebungen，　Leipz，♪1r・
：Diss，1914S．31）。此の問題に付て今弦に深く立入る暇が無い
けれども、補填義務を認めなけれぱ則ち已む。筍も補填義務を
認むるならば、最も會肚の基礎を危くする虞ある現物出資に付
ても補墳義務を認むるを適當とする。唯、有限責任會肚は株式
會肚に比して其の規模が小さく、肚員の藪、資本の額も一般に
大規模な株式會肚ほど不取締になら組といふ此の會杜の特異性
は此の問題に關する積極説を弱めることになるが、然らば何故
斯の如き特異性のある會肚に補境義務を認めたのかと反問した
くなる。要するに筍も補填義務を認むる以上は金鏡出資及び現
物出資共に補境義務を認むるのが相當である。唯現物出資が人
的特色のあるもので他入では性質上補填が出來ないといふ場合
のみを除外するは理由あることである。又補填義務を認めない
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のならば至然之を認めす、基本出資の不充實は設立の際の套起
入及び杜員自身の責任に止むるが相當である。
　（五）補填義務の敷力
　或る壮員の基本出資滞納に因る他の杜員の補墳義務は強行的
性質を有し、會肚の定款、決議又は契約に依り其の責任を輕減
することは許されないのである（濁法第二五條、填法第七一條）。
尤も基礎資本減少の方法に依ることは出來る。而して此の補填
義務は連帯責任（SolidaThaftung，ge陥mtsc五uldllerische　Ea｛七un9）
ではなく持分の割合に從ふ責任（泓nteilsm蕊ssige　H翫ftung）であ
る。帥ち引受けた基本出資の名義上の金額に從つて負ふ責任で
ある。尤も定款の規定を以て補墳義務を嚴重にし、殊に之を連
帯責任とすることは出來る。割合分澹の場合には失権した持分
も會杜の自己持分も共に算入すべきであるが、併し清却せられ
た持分を算入してはならない（挽伽θ，S・337〉。補墳に付き肚員
に封する請求が各個の揚合に再び無盆に露した場合に初めて其
の不足額が基本出資の支彿の場合に於ける滞納と同一の原則に
從ひ其の他の祉員に分配せらるる。從つて第一の割當手績
（Umlegungsverf曲τen）に次ぐに第二、第三の手績を以てするこ
とがあり得る。斯くして各肚員には假令全部ではなくとも基礎
資本の大部分を醸出する義務が生じ得る。補境義務者に封して
會杜は訴を提起し強制執行を行ふことは出來るが其の有する持
分を失権せしめ、叉補墳義務者の前者に遡求権を行ふことは出
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來ない。何となれぱ此の場合には自己の基本出資債務（S幅mm－
einlageSC五Uld）ではないからである。從つて基本出資額の沸込
請求前に持分を有してゐた前者は如何なる場合にも補墳義務を
負はない。同一の理由から猫法第一九條（基本出資彿込の規定）
も亦補填債務（：Deckungss曲uld）には適用がない。即ち延期
（Stundung）、代物辮濟（Hing＆be　an　Z翫hlu：ngssta殉、相殺（AuL
recLnung）は許さるるが（瓦枷，鼠3371魚c伽伽9§24A．32；
薦％肋卿一」％乃εT§24A．63反封説Eα92S．366；3佃伽zα％％
§253互6伽α％η一磁鰐eゲ§2538・ゐ・π2§24A。IV5）、菟除（Erlass）
のみは許されない（濁法第二五條、填法第七一條）。
　猫法第二四條に依り補墳を實行せらるる其の持分は支沸をな
す杜員に移轄するのではない（E6！・86S・419；B鱒伽zαgz％§24
A。4；魚oh㎝伽g§24A．29）。其の持分は今や會杜の有に蹄
し失権鮭員の同意を要せす、自由に之を庭分し費却することが
出家る。此の黙は瑛法もゾルガリア法も同一であるが、唯波蘭
法（第七條第五項第二段）は法律の規定を以て持分が支沸を爲
す杜員に麟することを定めてゐる。失権肚員は今や其の滞納責
任から免れ、後の費得金は給付したる補墳額の割合に從つて之
を分配すべきものである。懊法（第七〇條三項）及びブルガリ
ア法（第八四條二項）も亦同様である。持分の買却がない問は
支沸を爲す者が利盆分配及び淺鹸財産分配の請求灌を有する。
併し支沸を爲す杜員（Die　z曲lenden　Gese11sch我fter）は失権杜員
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叉は猫法第二四條第二段の規定に依る補墳義務不履行の杜員に
封して遡求権（Regressanspruch〉を有し且つ肚員相互の問に存
する保謹類似の關係に基き猫法第三一條第四項の類推に依り基
本出資の取立の際、任務を怠うたる業務執行者に封する遡求権
を有する。
　或る祉員の基本出資義務不履行は他の杜員の補墳義務を生じ
他の肚員の補填義務不履行は更に他の肚員の補填義務を生する
ことになる（補墳義務の補填義務）。猫法第二四條第二段は之に
關してr或る肚員が上述の出資を爲さざるときは上記の割合（持
分の金額に比例して）により他の祉員が之を分搬す」と規定し、
填法も亦第七〇條第二項に同様の規定を設けてゐる。
　（六）違法彿戻補填義務
　追加出資の違法沸戻に因る補填義務は濁法第三一條第三項、
懊法第八三條に之を規定してゐる。追加出資の沸戻（R貢ckzah－
lung　von：N＆chsc：h蔑ssen）は基礎資本の損失を補填する必要なき
場合に於て法定の公示方法と一定期問経過とを要件として初め
て適法に行はるるものであることは既に前章に述べた（濁法第
三〇條、懊法第七四條、第八二條）。然るに是等の前提要件に從は
すして爲した沸戻は會肚に返還すべきこと、善意の受取入に封
しては會肚債椹者に封し辮濟するに必要なる限度に於てのみ返
還請求権を有することも亦前章に述べた所である（濁法第三一
條第一項第二項、填法第七四條第四項、第八三條第一項第二項）。
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　然るに上述の要件に從はすして爲した追加出資の彿戻を受け
た者に返還講求を試みたとき返還して呉れれば違法彿戻も是れ
で段落が着く課であるが、若し沸戻受領者が不幸にして返還し
ないときには、已むを得す、會肚債権者に辮濟するに必要なる
限度に於て、他の祉員は持分の金額に比例して返還金額を支彿
ふ責を負はねばなら鳳。帥ち此の場合に於ける他の肚員の補填
義務は（第一〉に基礎養本の違法なる沸出（unzul翫ssige　AUsschaし
加ng　von　St＆mm臨pi七a1）を前提とする。梯出が金鑓で行はるる
と、有憤物で行はるると、利盆配當の名義たると、追加出資の
沸戻と名づけらるるとを間はす、又現物出資が返還せられた場
合をも包含する。濁法第三一條第三項の文面から言へぱ金銭支
梯（Geldz曲1ungen）の場合のみの様に考へらるるが、第三〇
條第一項より直接に籏張解繹が生する　（魚chε茄％㌍9§31A・7，
LZ．1909S．163瓦伽，S・338）。
（第二）には此の補填義務は基礎資本の全部梯込講求以前に彿戻
された（vor　Vo！leinforderung　des　S七ammkapi七als　zur豆ckgezahl七〉
ときに成立する。尤も受領者に返還義務のある場合でなけれぱ
他の肚員の補填義務も生じない。受領者の善意なる場合には會
肚債権者に封し、辮濟に必要なる限度に於て、受領者の返還義
務はあるから、他の甦員の補填義務も亦此の範園を超ゆること
はない。反之、受領者の悪意なる場合には支彿はれた財物全部
を返還する義務が受領者にあるから、他の肚員の補填義務も亦
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其の全1部に及ぷことになる　（動伽θ，S，3383魚o舵舶％7・9§31
A．7，8）。尤も此の黙に付ては反封説がある（Or勿伽伽6θ伽8，6．
AuH。§31A，53掛o伽α槻，§31A。31Scゐ・Zβ，§31A江II
3）。此の場合、受領者の善意悪意は問題となるけれども、補填
義務者の善意悪意は全然問題とならない。
　（第三〉に不足額の返還が會肚債権者の満足を得るに必要でな
けれぱならぬ。是れは基本出資補墳義務の場合（濁法第二四條）
には存せざる要件である。填法　（第八三條第：二項）、ブルガリ
ア法（第一〇四條第二項）は此の要件を認めてゐない。叉波蘭
法は此の蓮法沸戻補填義務其のものを認めてゐない。此の第三
の要件では會杜債権者の利害（Gl伽bigerin七eresse）が專ら標準
となる。從つて此の場合の補填義務は通常、唯、破産叉は清算
の場合に於てのみ實際問題となるであらう。
　此の補填義務者は蓮法彿戻のあつた當時に於ける他の杜員で
ある　（忍ε伽ε，S・・338∋翫eゐ8励％，Dgl§31A．81E．α93S・2511
異読β”伽3観η§31A・31＆hoZ2§311∬1）。持分が後に譲
渡せられた場合には譲渡人の責任は’筒ほ存績し、取得者も亦補
墳義務を負ふことになる（濁法第一六條第二項第三項、填法第
七八條第二項）。藪同の持分登行の揚合に於ける補填義務の種々
なる取扱に付ては此の場合には多ぐ問題となら濾。即ち総ての
肚員は季等に資本の減少（Kapi堀sminderung）に付ては責任を
負ふが、資本の増加（Kapitalserh面uヱ19）以前に行はれた彿出に
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付ては唯新持分の引受入のみは補墳義務を負はない（F伽θ，S・3
391魚chθ励耀g§24A．18）。其の他に付ては補填の實行は前
に述べた濁法第二四條の原則に從ふことになる。唯此の場合に
は滑滅時敷の期聞は五年である（濁法第三一條第五項、懊法第
八三條第四項）。第二囚條の請求樺は民法一般の原則に從つて三
十年の時敷に罹る。彿渡に際し義務違反を敢てした業務執行者
に封する補墳者の償還請求権に付ては特別規定があつて、過失
ある業務執行者は其の補填者に封し蓮帯して賠償する責任を負
はねぱなら露（猫法第三一條第六項）。
第五章　附随給付義務
　（一）附随給付義務の意義
　濁法第三條第二項に依れば有限責任會杜は資本出資（：KapiもaL
einl乱ge）の外に杜員に封して衝ほ他の義務（hoe五融dere　Ver－
P且io五tungen）　を課することが出來ることになつてゐる。之を
附随給付義務（Nebenleis七ungsp且ich七en）と名づける。カゥフマ
ンは之をr特別給付義務」（Sonderleis七mgsp且ic五七en）と名づける
が良いと提議してゐる（血卿α槻，蹴chs・Arch・1912，S．411）。
ハッヘンブノレヒも之に賛意を表してゐるが（魚伽葡脚9§3A。
24〉此の語は一般に親しまれないのみならす、「祉員の特別（固有）
義務」（mi七gliedschafUiche　Sonderp缶chte：n）といふ語がr特別（固有）
権」（Sonderrechte）の醤立名構として既に一定の意義に用ひら
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れてゐるから之を避けて、廣く用ひられる語に從ふことにする。
　有限責任會肚の甦員が會杜に給付を爲す義務（Leis七u箪gsp丑ich－
ten）は必すしも基本出資　（S臨mlneinl昭e）及び定款の規定に
基いて存することある追加出資（Nachsch並sse）のみに限らす、
定款の規定を以て其の以外に種々なる方向に給付義務を課する
ことが出來る。此の事は株式會祉に於ても認められてゐる（HG
B・§212）。決して有限責任會杜猫特なものではないが、株式會
肚の附随給付はr金銭以外の周期的給付を爲す義務」（，，die　Veレ
pHichtungzuwiederkeh・enden，Rich七inGeldbeste五eHdenLeis－
tungen”）に限定してあるのに濁逸の有限責任會杜では後に述
ぶる如く、斯く限定してないのである。
　附随給付は出資ではない。出資（：Einl我ge）は肚員が肚員たる
資格に於て祉會法上（sozialre面七1ic五）醸出する財産に相鴬する額
であつて會肚の資本（K泓pi七鋤を構成するものでなけれぱなら
の。然るに附随給付は會杜の如何なる資本をも構成するもので
はない。會祉の基礎資本（S捻mmk泓pit翫1）は基本出資より成り、
筒ほ補填義務を課して其の充實を圖る。追加資本（Hachschuss－
kapi七al）は追加出資よう成るが、附随給付（Nebenleis七uη9）は何
等の資本をも構成してゐないから、附随給付が取滑されても會
砒の資本は減少することなく、唯、其の螢業資金に影響するこ
とあるのみである。
　斯の如き附随給付制度の必要を痛切に戚ぜしめた脛濟上の主
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要なる理由は猫逸に於て第十九世紀の中葉以降、製糖業の隆盛
を致すに俘ひ、製糖會杜が定款の規定を以て農業に從事する株
主に株金彿込の外に甜茱（Zuckerr並ben）の定期給付を課したる
に起因し、猫逸の奮株式會杜法時代には或る株主に斯の如き義
務を課するは有限責任の原則又は株主李等の原則に反するもの
とし、濁逸大審院も最初之を否認した（Eα17S．5137鼠140）。
然るに實際の必要に基き濁逸有限會肚法（第三條第二項）は勿論
新商法（第二一二條）も亦之を認むるに至り、猫逸大審院も亦爾
摩之を認めざるを得ざるに至つた（丑σ。48S．恥5）。佛法、波蘭
法等には附随給付に關する規定がない。
　附随給付の關係は其の目的の廣狡に拘らす、常に枇員権關係
（Mi七gliedsc塩ft）と關聯して創設せられ、杜員の灌利義務を生す
るもので、通常の第三者關係（Dri七七verha七nis）ではない。從つて
之には有限責任會杜の杜會法（Sozialrecht）が標準となるべきも
ので、個人法を以て之を律すべきものではない（F伽θ，S・344∋
アZθ・鰍伽，Rec五tlic五eOrg乱nisati・nS．771刀伽吻θ％魚cゐ6％ゐ％9一
θeぜご6？・，IV　S．324，f．；』ぬoゐ8％ゐ26γgr§　3A．33；1～．6‘．73S．4293
・Scゐ傭§3A．III3）。併し個々の給付及び反饗給付等の問題は
會肚法及び當事者の意思に反せざる限り、費買、潰費貸借、請
負契約、雇傭契約の如き個入法上の特別規定に從って之を類推
する外はない。
　（二）　附随給付に關する定款の規定
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　有限責任會枇の肚員に附随給付を課するには必す之を會肚の
定款（Gese鵬曲乱ftsvert脇9，Sta七u七）に記載せねばならね（猫法第
三條第二項、懊法第八條第一・項）。即ち附随給付は定款の相封的
必要事項である。若し定款に此の規定が無いときは附随給付の
約束は無敷で、會杜は肚員に其の給付を請求することが出來す、
杜員は何等附随給付の義務を負はない。尤も、肚員は會肚と個
人的契約を締結して契約上の権利義務を生ぜしむることは可能
であるから、或る肚員が特別の契約に因り、附随給付と同一内
容の給付を爲す義務を負澹する蓮はあるが、其の場合には所謂
附随給付（INebenleis七ung）ではなく、箪に個入契約上の給付義務
に止まり、祉員たる資格から離れて存する法律關係である。
　附随給付の規定を設ぐべき定款が原始定款　（Urs協ut，ur－
spr伽glicherStatu七）であるときは固より間題はないが、後に改
定した定款（乱bge蝕derter　S七滋u七〉に附随給付を記載するときは
肚員の給付の増加を意味するから、必す総肚員の一致に依り規
定を設けねぱなら組（濁法第五三條三項、懊法第五〇條四項）。
　附随給付に付ては定款に如何なる記載を爲すべきやは懊法と
濁法とに依り頗る精粗の差がある。附随給付の範園は懊法は狭
く限定し、濁法は廣ぐ之を認めてゐるが、定款に之を記載する方
法程度は填法は詳密に規定し「其の給・付の範團（Umfa1｝9）、前提
要件（VoraUssetzung）、逞滞の場合に於ける一定の蓮約金（：Kon－
ven七ionalS七麟en）、該給付に封し會肚の與ふべき報償（Verg伽ng）
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算定の基礎（die　Gmndlagen　f加die　Bemessung　ei五er．．＿．Verg丘一
tung）を明確に定款に記載すべきものとしてゐる（填法第八條一
項）。之に反して濁法は輩に肚員に課せられたる資本出資以外
の義務を定款に記載することを要すと規定するのみである（猫
法第三條第二項）。懊法に於て義務の範園を狡ぐ限定する可否は
次節に譲b、之に關する定款規定事項の詳密なることは濁法よ
りも優れりといふべきである。ブルガリア法（第六條）、リーヒ
テンシタィン民法典（第三九三條）、伊太利法草案（第一五一條）
も略1ぎ懊法と同様である。
　（三）附随給付の種類範園
　填法は前述の如く、附随給付の範園を限定してr一入叉は薮
人の杜員が基本出資と共に、金銭以外にして財産憤値を有する
周期的給付の義務を負ふ場合には云々」（Wen丑ei…der　meh獄e
Gesellschafter　sich　neben　den　Stammeinlagen　zu　wiederke：hren．
den，，nich七in　Ge玉d　bes七ehenden，a，ber　einen　Verm6ge：nswe辻
darstellenden　Leis七・ungen　verp且ich七e：n，so　u・s・w・）と規定し、
濁逸商法に於ける株式會肚の附随給付の規定（HGB・§212）と
同じく之を財産債値ある周期的（同蹄的、反復）給付（wiederke：h－
rende　Leis七ungen）に限定してゐるから、附随給付の種類は從
つて少なくなる繹である。
　然るに濁逸の有限責任會杜法は株式會肚法の附随給付の規定
と著しく異なり、其の範園が極めて廣く、軍にr禽ほ他の義務」
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（：noch　andere　VerpEieh七u：ngen）と言ふのみである。從つて其の
種類範園は至つて廣く、金鏡給付（Ge玉dleistung）は勿論、（E．α
83S．218）現物給付（S乱chleistung，Natur泓11eistung）、勢務給付
（Diens七1eis七ung）又は不作爲義務（Un七erlassung）でも差支ない
のである（挽枷，S。120f£）。叉現物給付は動産、不動産上の物
椹、債灌、有債謹券、無禮財産灌（特許権、著作灌、意匠権、
實用新案権、商號権、商標権等）を包含する。筍も債務關係の
封象たるに適するものであれば宜しい。必しも財産的憤値ある
ものなることを要せ露（挽枷，S・123〉。又給付の時期に付て言へ
ば甜楽其の他の周期的作物たると一時的給付又は不定期給付た
るとを問はない。不作爲の義務は競業避止（Konkurre1・zverbo七）
の如き、叉rカルテノ㌧に於て屡よ生する生産の制限、工場籏張
の制限、勢働時問の制限、販責の制限、販責最低債格の協定等
の場合に其の例を見るのである。勢務給付は或は會祉の業務に
從事し、或は登明を爲し、技術の指導をなすが如きをいふ。
　會肚が附随給付に封して一定の報償（VergU七un9）を杜員に與
ふることを定め又は報償算定の基礎を定めた場合には填法の如
く、之を定款に規定して後日の雫訟を豫防するを可とする。
　（四）　附随給付の不履行及び解約告知
　附随給付を何時、何庭で、如何に履行すべきやは定款の規定
會杜と給付義務者との契約、業務執行者の請求等により定まる
ことである。履行の時期に付ては周期的給付は毎年牧穫の時、
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其の他一定の時期に之を履行すべく、不定期の給付は概ね業務
執行者の履行請求に依り期限到來すること等債権一般の原則に
從ふべきものである。不作爲債務に付ても其の時期方法等に付
き特別な約定があれば之に從ふべく、特約がなければ同じく債
権一般の原則に從ふ外はない。附随給付履行の場所は給付の性
質上定まつた場所で給付せらるべき場合には元より之に由らね
ばならす、特約叉は慣習に依り給付の場所が定まる場合には之
に由ることを要する。履行の方法も亦附随給付の目的如何によ
り、特約又は慣習に從つて定まるべきものである。
　附随給付の履行義務者は附随給付を約した肚員たることは言
を侯たないが附随給付は持分の一部として一般に、持分の移轄
と共に承縫入に移轄するから、持分の承縫人も亦附随給付の履
行義務者である。尤も阻随給付が著しく人的性質を有する場合
には其の履行義務は承繊入に移轄することはない　（挽伽，S・
344）。會杜の定款を以て其の譲渡を會枇の承諾（Genehmigung）
に係らしむることが出來る。會肚は持分の取得者に特別なる約
束を爲さしむることを要せ億。取得者は當然附随給付に付き責
任を負ひ、從來の祉員は基本出資の場合と異なり、唯、未濟の
給付に付てのみ取得者と共に責を負ふけれども（濁法第一六條
第三項）、將來の給付には責を負はない。從つて持分譲渡人は
譲渡と共に例へぱ其の給付義務並に競業約款の拘束を菟れる。
要するに附随給付は肚會法上の基礎の上に建てられた本來は個
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人法上の債務關係であつて、之に相當する債務法の規定が有限
責任會融法と糧鯛せざる範園に於てのみ類推せらるべきもので
ある　（瓦を％θ，S。346）。
　附随給付の遅滞（Verzug）、不履行（Nichterfallung〉、積極的契約
違反（positive　VerもTagsverletzung〉及び給付の不能（Unm69－
lichkei七der　Leis七ung）1こ付ても、原則として民法債務法の規定
が類推適用せらるるけれども、其れも有限責任會肚の特質より
生する特別の事情なき場合に限ることである　（F伽θ，S．349，
魚・hθ伽㌍9§3ム34丘）。
　一方的債務（einsei七ige　Verp缶ch七ungen）に付ては通常の逞
滞の結果を生する（濁民第二八四條以下）。一方的債務とは例へ
ば肚員が會肚に提供すべき漕費貸借、登明、競業避上、或る場
所の無償引渡の如きをいふ。此の場合には會杜は延滞利息
（Verzugszinsen）叉，は損害賠償（Sc1・頒ensersatz）を請求するこ
とが出來る。肚員は其の責に瞬すべからざる履行不能及び積極
的契約違反に付ても同様に責を負ふが、其の責に蹄すべからざ
る履行不能に付て責任なきことは一般の場合と異なる所はない
（濁民第二七五條、第二八○條）。
　給付の不履行其の他に因り、會肚の存績が危くなり又は見込
のないときには他の肚員は會肚解散の訴（A組6sungsklage）を起
すことが出來る（濁法第六一條）。併し會肚を漕滅せしむること
が不必要か叉は望ましからざるとき、而も不忠實なる肚員（例
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之、競業避止の約束に背く者）を忠實なる杜員と共に引績き會
肚に關係せしめ、利盆配當に與らしむることが望ましからざる
場合もある。斯る場合には法文の趣旨に鑑み、定款の意味を補
充して解繹する必要がある。此の場合には持分の浩却（Amorti－
sa七iOII　von　Gesc蹴七S舳teilen）が違約の制裁としても行はれ得
る。又杜員は一定の事情の下に其の持分を會杜叉は第三者に移
轄すべき義務を負ふてゐる。此の持分の滑却と移轄とは假令定
款に明文なくとも、肚員が其の附随給付義務を著しく怠り會杜
解散の必要に至らす而も會杜に肚員が止まることが好ましから
ざる場合にも筒ほ行ひ得るものと解すべきである。ハッヘンブ
ルヒは其の著の第四版までは同読であつたが第五版以後は定
款に規定ある場合にのみ、強制滑却（ZW鋤9S乱mort油tion）を行
ふべきことを認むる　（魚chθ励％ゲ95．Aufl。，§3A。34，§34・A。
18）。會肚に依る持分の取得（Erwerb）及び取立（Einziehung）は濁
法第三三條及び第三四條に從はねばなら臓。從つて基礎資本は
之が爲めに増減することはないのである。持分の取立叉は買入
の實行に至るまでは爾飴の肚員たる権利義務には憂動がない。
　双務契約（g6ge血sei七ige　Vertr惣e）の場合には問題は稽紛糾す
るけれども、大膿、民法双務契約の一般原則（猫民第ご二〇條
以下〉を類推して之を解決する外はない。此の場合、有限責任
會肚の特質を顧慮すべきは勿論である。rヵルテル」有限責任會
杜rKa地ell－G．m．b．H・）の場合には稽困難な問題を生するが、是
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れは濁逸に於ても立法の力に從ふべきものが多い。
　一伺限りの給付と反封給付とが存する場合には濁民第三二〇
條以下の類推に左程困難はない。從つて一定の個別的給付を爲
し、特許権を移轄し、建造物を構築し、不動産を移轄する等、
別段の定なき限ゆ、皆給付と反封給付と同時履行の原則に從ふ
べきである。當事者の責に騰すべき叉は蹄すべからざる事由に
因る履行不能の結果も亦一般原則に依る　（魚chε励脚9§3ん
381挽枷S．350）。事務所の賃貸、業務執行者として、一定の俸
給に封し勢務を給付する義務、一定の利盆配當に典かることに
i封し、登明特許を實施する如き縫績的關係（Dauerverh蕊h量sse）
に付ても別に個入法と異なった状態を生じない。
　周期的給付義務（Verp且ichtung　zu　wiederkehye℃den　Leis－
tungen）殊に相次給付關係（Sukzessivlieferungsver圃tniss）に付
ても例へぱ杜員が會肚に年々一定の時期に甜菜（Zuckeヱ癒ben）
を供給すべき附随給付に於て、杜員に繰返し給付の逞滞があっ
て其の關係を持績することが好しくないときには猫逸民法第三
二二五條以下の規定を類推して契約解除権（R伽ktrittsre曲七）一履
正確に言へば解約告知権（K伽digungsrech七）を生する（濁民第六
二六條、第七二三條）。附随給付義務は契約に因り浩滅せしむる
ことを得ると共に、場合に依う、一方的意思表示に依りても清
滅せしむることが出來る。會肚の解約告知があれぱ附随給付の
關係全部を排除することになり、肚員の耕作義務（Al！baupHich一
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ten）、供給義務（：LieferungspHichten）と共に會肚の引取義務（Ab－
n＆五mepHicht）自騰も滑滅する。然れぱ會肚は別に一層良き信頼
するに足る材料を購入する可能性を有する、反之、會肚の引取
又は支沸が正確を歓く爲めに吐員が解約告知を爲せば肚員は其
の生産品を自由に塵分することが出來るやうになる。
　附随給付の關係が終了したからと言つて、冠員の會杜に参加
してゐる状態殊に其の基本出資は何等影響する所がない。其の
利盆配當参加、経螢滲加椹等にも何等の攣動がない。杜員が死亡
した場合には持分は相綾入に移轄することになる。併しながら
斯の如き附随給付に付き契約違反を敢てする如き杜員が依然會
杜の祉員として會肚に存在することが、企業の目的から観ても
望ましくないときは其の肚員の持分に封し彊制潰却　（Zwangs一
挑mortisa七ion）叉は強制取得（Zw舩gserwerb）を行ふことが出來る。
（挽伽e少S．3523魚chε％6％ゲgr§3A．34f£）。
　街ほ此の外に販費「シンヂケート」（Verkaufssyndik勘te）が有限
責任會肚の形態を探つてゐる場合の解約告知、rカルテル」令
（Kartell－Verordnung）の解約規定其の他に付て説述すべき事項
は少なくないが、之を他日に護ることにする。（絡）
　〔附言〕本稿の校正、將に絡らんとする時、佐々穆氏のL有限責任會肚法論「
　　が公刊せられテこと聞いテこが、時既に遅く之を参照するを得ざりしを惜むQ尤
　　も、各國法比較論に主力を注ぎテこる同書は肚員の義務に付て記述する所、多
　　きも十頁に過ぎない。鼓に一言附記して補充する。
